
(57)【要約】
本発明は、尿素、グリセロールまたはグリセラートをベースとするヘッド基と、分岐アル
キル鎖、分岐アルキルオキシ鎖またはアルケニル鎖からなる群から選択されるテールとを
含有する化合物を提供する。本化合物は、界面活性剤として使用し、過剰極性溶媒中で安
定なリオトロピック相を形成することができる。
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
構 造 (I)～ （ VI） ：
【 化 １ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の い ず れ か ひ と つ か ら な る 群 か ら 選 択 さ れ る ヘ ッ ド 基 と 、 分 岐 ア ル キ ル 鎖 、 分 岐 ア ル キ ル
オ キ シ 鎖 ま た は ア ル ケ ニ ル 鎖 か ら な る 群 か ら 選 択 さ れ る テ ー ル と を 含 有 す る 化 合 物 で あ っ
て 、 こ こ で 、
　 構 造 （ I） に お い て 、 R 2 は － H、 － CH 2 CH 2 OHま た は も う 一 つ の テ ー ル 基 で あ り 、 R 3 及 び R 4

は 独 立 し て 、 － H、 － C(O)NH 2 、 － CH 2 CH 2 OH、 － CH 2 CH(OH)CH 2 OHの 一 種 以 上 か ら 選 択 さ れ ；
　 構 造 （ II） に お い て 、 Xは O、 Sま た は Nで あ り 、 ｔ 及 び uは 独 立 し て ０ ま た は １ で あ り 、 R
5 は － C(CH 2 OH) 2 ア ル キ ル 、 － CH(OH)CH 2 OH(但 し テ ー ル 基 は オ レ イ ル で は な い )、 － CH 2 COOH
、 － C(OH) 2 CH 2 OH、 － CH(CH 2 OH) 2 、 － CH 2 (CHOH) 2 CH 2 OH、 － CH 2 C(O)NHC(O)NH 2 で あ り 、
　 構 造 （ III） に お い て 、 R 6 は － Hま た は － OHで あ り 、 R 7 は － CH 2 OHま た は － CH 2 NHC(O)NH 2
で あ り 、
　 構 造 （ IV） に お い て 、 R 8 は － Hま た は － ア ル キ ル で あ り 、 R 9 は － Hま た は － ア ル キ ル で あ
る 、 前 記 化 合 物 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 テ ー ル が 、
【 化 ２ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｛ 式 中 、 ｎ は ２ ～ ６ の 整 数 で あ り 、 aは １ ～ 12の 整 数 で あ り 、 ｂ は ０ ～ 10の 整 数 で あ り 、
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ｄ は ０ ～ ３ の 整 数 で あ り 、 eは １ ～ 12の 整 数 で あ り 、 ｗ は ２ ～ 10の 整 数 で あ り 、 ｙ は １ ～ 1
0の 整 数 で あ り 、 及 び ｚ は ２ ～ 10の 整 数 で あ る ｝ か ら 選 択 さ れ る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 化 合
物 。
【 請 求 項 ３ 】
前 記 テ ー ル が 、 (3,7,11-ト リ メ チ ル )ド デ カ ン 、 (3,7,11,15-テ ト ラ メ チ ル )ヘ キ サ デ カ ン
、 オ ク タ デ ク -9-エ ニ ル 及 び オ ク タ デ ク -9,12-ジ エ ニ ル 鎖 か ら な る 群 か ら 選 択 さ れ る 、 請
求 項 ２ に 記 載 の 化 合 物 。
【 請 求 項 ４ 】
前 記 ヘ ッ ド 基 が 、
【 化 ３ 】
　
　
　
　
で あ る 、 請 求 項 ３ に 記 載 の 化 合 物 。
【 請 求 項 ５ 】
前 記 ヘ ッ ド 基 が 、
【 化 ４ 】
　
　
　
　
で あ る 、 請 求 項 ３ に 記 載 の 化 合 物 。
【 請 求 項 ６ 】
前 記 ヘ ッ ド 基 が 、
【 化 ５ 】
　
　
　
　
で あ る 、 請 求 項 ３ に 記 載 の 化 合 物 。
【 請 求 項 ７ 】
前 記 ヘ ッ ド 基 が 、
【 化 ６ 】
　
　
　
　
　
で あ る 、 請 求 項 ３ に 記 載 の 化 合 物 。
【 請 求 項 ８ 】
前 記 ヘ ッ ド 基 が 、
【 化 ７ 】
　
　
　
　
で あ る 、 請 求 項 ３ に 記 載 の 化 合 物 。
【 請 求 項 ９ 】
前 記 ヘ ッ ド 基 が 、
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【 化 ８ 】
　
　
　
　
で あ る 、 請 求 項 ３ に 記 載 の 化 合 物 。
【 請 求 項 １ ０ 】
過 剰 極 性 溶 液 中 で 安 定 な リ オ ト ロ ピ ッ ク 相 を 形 成 す る 界 面 活 性 剤 で あ っ て 、 構 造 (I)～ （ V
I） ：
【 化 ９ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の い ず れ か ひ と つ か ら な る 群 か ら 選 択 さ れ る ヘ ッ ド 基 と 、 分 岐 ア ル キ ル 鎖 、 分 岐 ア ル キ ル
オ キ シ 鎖 ま た は ア ル ケ ニ ル 鎖 か ら な る 群 か ら 選 択 さ れ る テ ー ル と を 含 有 し 、 こ こ で 、
　 構 造 （ I） に お い て 、 R 2 は － H、 － CH 2 CH 2 OHま た は も う 一 つ の テ ー ル 基 で あ り 、 R 3 及 び R 4

は 独 立 し て 、 － H、 － C(O)NH 2 、 － CH 2 CH 2 OH、 － CH 2 CH(OH)CH 2 OHの 一 種 以 上 か ら 選 択 さ れ ；
　 構 造 （ II） に お い て 、 Xは O、 Sま た は Nで あ り 、 ｔ 及 び uは 独 立 し て ０ ま た は １ で あ り 、 R
5 は － C(CH 2 OH) 2 ア ル キ ル 、 － CH(OH)CH 2 OH(但 し テ ー ル 基 は オ レ イ ル で は な い )、 － CH 2 COOH
、 － C(OH) 2 CH 2 OH、 － CH(CH 2 OH) 2 、 － CH 2 (CHOH) 2 CH 2 OH、 － CH 2 C(O)NHC(O)NH 2 で あ り 、
　 構 造 （ III） に お い て 、 R 6 は － Hま た は － OHで あ り 、 R 7 は － CH 2 OHま た は － CH 2 NHC(O)NH 2
で あ り 、
　 構 造 （ IV） に お い て 、 R 8 は － Hま た は － ア ル キ ル で あ り 、 R 9 は － Hま た は － ア ル キ ル で あ
る 、 前 記 界 面 活 性 剤 。
【 請 求 項 １ １ 】
前 記 テ ー ル が 、
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【 化 １ ０ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｛ 式 中 、 ｎ は ２ ～ ６ の 整 数 で あ り 、 aは １ ～ 12の 整 数 で あ り 、 ｂ は ０ ～ 10の 整 数 で あ り 、
ｄ は ０ ～ ３ の 整 数 で あ り 、 eは １ ～ 12の 整 数 で あ り 、 ｗ は ２ ～ 10の 整 数 で あ り 、 ｙ は １ ～ 1
0の 整 数 で あ り 、 及 び ｚ は ２ ～ 10の 整 数 で あ る ｝ か ら 選 択 さ れ る 、 請 求 項 １ ０ に 記 載 の 界
面 活 性 剤 。
【 請 求 項 １ ２ 】
前 記 テ ー ル が 、 (3,7,11-ト リ メ チ ル )ド デ カ ン 、 (3,7,11,15-テ ト ラ メ チ ル )ヘ キ サ デ カ ン
、 オ ク タ デ ク -9-エ ニ ル 及 び オ ク タ デ ク -9,12-ジ エ ニ ル 鎖 か ら な る 群 か ら 選 択 さ れ る 、 請
求 項 １ １ に 記 載 の 界 面 活 性 剤 。
【 請 求 項 １ ３ 】
前 記 ヘ ッ ド 基 が 、
【 化 １ １ 】
　
　
　
　
で あ る 、 請 求 項 １ ２ に 記 載 の 界 面 活 性 剤 。
【 請 求 項 １ ４ 】
前 記 ヘ ッ ド 基 が 、
【 化 １ ２ 】
　
　
　
　
で あ る 、 請 求 項 １ ２ に 記 載 の 界 面 活 性 剤 。
【 請 求 項 １ ５ 】
前 記 ヘ ッ ド 基 が 、
【 化 １ ３ 】
　
　
　
　
で あ る 、 請 求 項 １ ２ に 記 載 の 界 面 活 性 剤 。
【 請 求 項 １ ６ 】
前 記 ヘ ッ ド 基 が 、
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【 化 １ ４ 】
　
　
　
　
　
で あ る 、 請 求 項 １ ２ に 記 載 の 界 面 活 性 剤 。
【 請 求 項 １ ７ 】
前 記 ヘ ッ ド 基 が 、
【 化 １ ５ 】
　
　
　
　
で あ る 、 請 求 項 １ ２ に 記 載 の 界 面 活 性 剤 。
【 請 求 項 １ ８ 】
前 記 ヘ ッ ド 基 が 、
【 化 １ ６ 】
　
　
　
　
で あ る 、 請 求 項 １ ２ に 記 載 の 界 面 活 性 剤 。
【 請 求 項 １ ９ 】
前 記 リ オ ト ロ ピ ッ ク 相 が 、 約 150℃ 未 満 の 温 度 の 過 剰 水 中 で 形 成 す る 、 請 求 項 １ ２ に 記 載
の 界 面 活 性 剤 。
【 請 求 項 ２ ０ 】
形 成 さ れ る 前 記 リ オ ト ロ ピ ッ ク 相 が 、 両 連 続 キ ュ ー ビ ッ ク 液 晶 相 で あ る 、 請 求 項 １ ９ に 記
載 の 界 面 活 性 剤 。
【 請 求 項 ２ １ 】
形 成 さ れ る 前 記 リ オ ト ロ ピ ッ ク 相 が 、 逆 ヘ キ サ ゴ ナ ル 液 晶 相 で あ る 、 請 求 項 １ ９ に 記 載 の
界 面 活 性 剤 。
【 請 求 項 ２ ２ 】
形 成 さ れ る 前 記 リ オ ト ロ ピ ッ ク 相 が 、 過 剰 水 を 添 加 す る 際 に 、 よ り 親 水 性 相 へ 移 行 し な い
、 請 求 項 １ ９ に 記 載 の 界 面 活 性 剤 。
【 請 求 項 ２ ３ 】
リ オ ト ロ ピ ッ ク 相 に 添 加 さ れ る 過 剰 水 が 、 相 分 離 ド メ イ ン を 形 成 す る 、 請 求 項 １ ９ に 記 載
の 界 面 活 性 剤 。
【 請 求 項 ２ ４ 】
前 記 リ オ ト ロ ピ ッ ク 相 が 、 リ オ ト ロ ピ ッ ク 相 内 に 含 ま れ る 溶 質 を 含 有 す る 、 請 求 項 １ ９ に
記 載 の 界 面 活 性 剤 。
【 請 求 項 ２ ５ 】
前 記 溶 質 が 、 診 断 用 薬 、 重 合 モ ノ マ ー 、 重 合 開 始 剤 、 タ ン パ ク 質 並 び に 他 の ポ リ ペ プ チ ド
、 オ リ ゴ ヌ ク レ オ チ ド 、 変 性 及 び 非 変 性 DNA、 放 射 線 治 療 薬 、 日 焼 け 止 め 活 性 成 分 、 皮 膚
浸 透 促 進 剤 、 皮 膚 病 治 療 薬 、 経 皮 活 性 化 合 物 、 経 粘 膜 活 性 化 合 物 、 ス キ ン リ ペ ア 剤 、 創 傷
治 癒 化 合 物 、 ス キ ン ク レ ン ジ ン グ 剤 、 脱 脂 剤 、 粘 度 調 節 性 ポ リ マ ー 、 ヘ ア ケ ア 活 性 剤 、 胃
リ パ ー ゼ -不 安 定 性 化 合 物 、 農 薬 、 肥 料 及 び 栄 養 物 、 ビ タ ミ ン 及 び ミ ネ ラ ル 、 爆 発 物 ま た
は 爆 発 性 物 質 及 び そ の 成 分 、 採 鉱 及 び 選 鉱 物 質 、 表 面 コ ー テ ィ ン グ 物 質 か ら な る 群 の リ ス
ト の 一 種 以 上 か ら 選 択 さ れ る 、 請 求 項 ２ ４ に 記 載 の 界 面 活 性 剤 。
【 請 求 項 ２ ６ 】
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請 求 項 １ ０ に 記 載 の 界 面 活 性 剤 か ら 形 成 さ れ る リ オ ト ロ ピ ッ ク 相 を 含 有 す る 組 成 物 。
【 請 求 項 ２ ７ 】
請 求 項 １ ０ に 記 載 の 界 面 活 性 剤 か ら 形 成 さ れ る 、 ミ セ ル ま た は 液 晶 タ イ プ の リ オ ト ロ ピ ッ
ク 相 か ら な る コ ロ イ ド 粒 子 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 発 明 の 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 新 規 界 面 活 性 剤 、 ま た 水 溶 液 中 で 逆 リ オ ト ロ ピ ッ ク 相 を 形 成 し 得 る 新 規 界 面
活 性 剤 に 関 す る 。
　 発 明 の 背 景
　 界 面 活 性 剤 は 、 帯 電 ま た は 帯 電 し て い な い 極 性 領 域 と 、 炭 化 水 素 ま た は フ ル オ ロ カ ー ボ
ン 非 極 性 領 域 と を 含 有 す る 両 親 媒 性 化 合 物 で あ る 。 親 水 性 の 極 性 領 域 と 疎 水 性 の 非 極 性 領
域 は 、 線 形 界 面 活 性 剤 で は そ れ ぞ れ ヘ ッ ド 基 と テ ー ル と 称 さ れ る こ と が 多 い 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 こ れ ら の 物 質 の 両 親 媒 性 特 徴 に よ り 、 ヘ ッ ド 基 は 水 な ど の 極 性 溶 媒 と 結 び つ く 傾 向 が あ
り 、 テ ー ル は 油 な ど の 疎 水 性 物 質 、 ま た は 他 の 界 面 活 性 剤 分 子 の 炭 化 水 素 テ ー ル と 結 び つ
く 傾 向 が あ る 。 か く し て 水 及 び 他 の 成 分 と 界 面 活 性 剤 と の 混 合 物 中 で は 、 こ れ が 最 も エ ネ
ル ギ ー 的 に 好 ま し い 環 境 で あ る た め 、 界 面 活 性 剤 は 親 水 性 ド メ イ ン と 疎 水 性 ド メ イ ン と の
間 の 界 面 に 存 在 す る 傾 向 が あ る 。 こ の 表 面 活 性 は 、 界 面 活 性 化 剤 (surface　 active　 agen
t)の 短 縮 形 の 界 面 活 性 剤 (surfactant)と し て 当 業 界 で 公 知 の そ の よ う な 両 親 媒 性 化 合 物 を
も た ら し た 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 界 面 活 性 物 質 に 水 を 添 加 す る と 、 水 が そ の 構 造 の 中 に 取 り 込 ま れ 、 そ の 水 は ヘ ッ ド 基 と
結 び つ く 。 水 を ニ ー ト の 界 面 活 性 剤 に 導 入 す る と 、 混 合 物 の 親 水 性 ド メ イ ン の 流 動 性 を 引
き 起 こ し 、 界 面 活 性 剤 分 子 の 自 然 の 形 状 に よ っ て 、 配 向 性 、 及 び 界 面 に お け る 分 子 配 置 の
空 間 的 特 徴 (aspect)を 決 定 す る こ と が で き る 。 こ の 配 置 は 「 湾 曲 ： curvature」 と 呼 ば れ
る こ と が 多 い 。 と い う の も 、 分 子 の ヘ ッ ド 基 と テ ー ル 部 分 の 相 対 容 積 と 、 水 と 界 面 活 性 剤
の 相 対 容 積 と に 依 存 し て 、 界 面 が 水 ま た は 油 の 部 分 に 向 か っ て 湾 曲 す る か ら で あ る 。 界 面
活 性 剤 に 多 量 の 水 を 添 加 す る と 、 系 内 の 平 均 湾 曲 が 変 化 し 、 平 衡 点 で 系 内 に 受 け 入 れ ら れ
る 種 々 の 特 別 な 形 状 と な る 。 平 衡 点 で は 、 こ れ ら の 特 別 な 形 状 は 、 「 中 間 相 ： mesophase
」 、 「 リ オ ト ロ ピ ッ ク 相 ： lyotropic　 phase」 ま た は 単 に 「 相 ： phase」 と 称 さ れ る こ と
が 多 い 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 秩 序 相 (ordered　 phase)に お け る 界 面 活 性 剤 の 部 分 的 な 秩 序 と 部 分 的 な 自 由 と の 組 み 合
わ せ が 古 典 的 な 液 晶 を 思 い 出 さ せ る た め 、 こ れ ら の 相 は 液 晶 相 と も 称 さ れ る こ と が 多 い 。
こ れ ら の 相 で は 、 結 晶 質 固 体 の 秩 序 の 殆 ど が 失 わ れ 、 固 体 結 晶 に お け る 分 子 と は 異 な り 、
界 面 活 性 剤 分 子 は 動 く こ と も 可 能 で あ る 。 従 っ て こ れ ら の タ イ プ の 系 は 、 液 晶 と 称 さ れ る
こ と が 多 い 。 両 親 媒 性 物 質 と 溶 媒 (通 常 、 水 )と の 混 合 物 中 で 形 成 す る 液 晶 相 は 、 「 リ オ ト
ロ ピ ッ ク 液 晶 相 ： lyotropic　 liquid　 crystalline　 phase」 と し て も 公 知 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 さ ら に 、 界 面 活 性 剤 － 溶 媒 系 の 平 均 湾 曲 が 油 に 向 か っ て い る と 、 中 間 相 は 、 通 常 、 「 水
－ 連 続 性 」 で 且 つ 「 正 常 ： normal」 タ イ プ で あ る と み な さ れ る 。 湾 曲 が 水 に 向 か っ て い る
と 、 こ れ ら は 「 油 － 連 続 性 」 と 称 さ れ 、 「 逆 ： reverse」 ま た は 「 反 対 ： inverse」 タ イ プ
で あ る と い わ れ る 。 平 均 湾 曲 が こ れ ら 二 つ の 間 で 平 衡 が と れ て い る と 、 こ の 系 は ゼ ロ に 近
い 平 均 湾 曲 を も ち 、 得 ら れ た 相 は 、 積 み 重 ね ら れ た ラ メ ラ － 型 構 造 体 ま た は 、 二 つ の 絡 み
合 っ た 、 連 続 性 の 、 親 水 性 ド メ イ ン と 疎 水 性 ド メ イ ン と か ら な る 「 バ イ コ ン テ ィ ニ ュ ア ス
： bicontinuous」 と 称 さ れ る こ と の 多 い 構 造 体 で あ ろ う 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 界 面 活 性 剤 － 溶 媒 系 で 形 成 し 得 る 特 別 な 形 状 の 例 と し て は 、 中 で も 、 逆 ミ セ ル (reverse
　 micellar)、 逆 ヘ キ サ ゴ ナ ル (reverse　 hexagonal)、 ラ メ ラ 、 逆 キ ュ ー ビ ッ ク (reverse
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　 cubic)、 両 連 続 （ バ イ コ ン テ ィ ニ ュ ア ス ） キ ュ ー ビ ッ ク 、 正 常 キ ュ ー ビ ッ ク 、 正 常 ヘ キ
サ ゴ ナ ル 及 び ミ セ ル が 挙 げ ら れ る 。 界 面 活 性 剤 分 子 が 、 水 と 結 び つ く ヘ ッ ド 基 と 、 他 の テ
ー ル と 結 び つ く テ ー ル に よ っ て 自 己 集 合 し て 凝 集 体 を 形 成 し 、 疎 水 性 環 境 を 形 成 す る と き
に ミ セ ル は 発 生 す る 。 正 常 ミ セ ル は 、 水 に 伸 張 し て い る ヘ ッ ド 基 の シ ェ ル に よ っ て 取 り 囲
ま れ た 疎 水 性 テ ー ル の コ ア か ら な る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 こ の 系 に さ ら に 水 を 添 加 し て ミ セ ル を 希 釈 す る と 、 水 中 の 界 面 活 性 剤 分 子 の 溶 解 性 に 依
存 し て 、 多 少 希 釈 に よ っ て 凝 集 体 が 破 壊 さ れ て 、 単 量 体 の 界 面 活 性 剤 の 水 中 の 溶 液 が 形 成
す る 。 非 水 溶 性 油 を 添 加 す る と 、 容 量 の 限 界 に 達 す る ま で 、 ミ セ ル の 疎 水 性 内 部 コ ア 内 に
幾 ら か 油 が 取 り 込 ま れ る (ま た は 可 溶 化 す る )。 さ ら に 油 を 添 加 す る と ミ セ ル 溶 液 か ら 除 外
さ れ た 独 立 し た 油 相 を 形 成 す る の で 、 こ の 系 は 相 分 離 し た と 言 わ れ る 。 逆 ミ セ ル は 、 ミ セ
ル の コ ア が ヘ ッ ド 基 と 結 合 し た 水 を 含 み 、 テ ー ル が 炭 化 水 素 － 連 続 性 ド メ イ ン に 伸 張 し て
い る 以 外 に は 、 正 常 ミ セ ル と ま っ た く 似 て い る 。 油 を 添 加 す る と 、 個 々 の 実 体 (entity)と
し て ミ セ ル を 希 釈 し 、 コ ア の 水 を 可 溶 化 さ せ る 能 力 を 超 え る ま で 水 を 添 加 し て ミ セ ル を 「
膨 潤 ： swell」 さ せ る と 、 相 分 離 す る 。 ミ セ ル 自 体 は 、 界 面 活 性 剤 の 分 子 の 形 状 に 依 存 し
て 、 球 状 、 棒 状 ま た は デ ィ ス ク 型 で あ っ て も よ い が 、 系 が 本 質 的 に 等 方 性 で あ る の に 十 分
に 低 い 濃 度 で は 球 状 、 棒 状 ま た は デ ィ ス ク 型 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 ヘ キ サ ゴ ナ ル 配 列 に 充 填 さ れ た 、 水 中 の 非 常 に 高 濃 度 の 長 い 棒 様 ミ セ ル か ら 系 が な る と
き 、 正 常 ヘ キ サ ゴ ナ ル 相 が 発 生 す る 。 そ れ 故 、 こ の 系 は 二 次 元 の 構 造 体 を も つ 。 こ れ は 系
の 粘 度 を 高 め 、 異 方 性 に よ っ て 、 交 差 偏 光 フ ィ ル タ ー を 通 し て 顕 微 鏡 で 見 た と き に 、 複 屈
折 テ キ ス チ ャ ー を 見 る こ と が で き る 。 逆 ヘ キ サ ゴ ナ ル 相 は 、 正 常 ヘ キ サ ゴ ナ ル 相 の 油 連 続
型 で あ り 、 水 -コ ア ミ セ ル は 密 に 充 填 さ れ た ヘ キ サ ゴ ナ ル 配 列 中 に あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 ラ メ ラ 相 は 積 み 重 な っ た 二 層 配 置 か ら な り 、 こ こ で ヘ ッ ド 基 の 向 か い 合 う 単 層 は 水 ド メ
イ ン に よ っ て 分 け ら れ て 親 水 性 層 を 形 成 し 、 同 時 に 背 中 合 わ せ の 層 の テ ー ル は 密 接 に 接 触
し て 疎 水 性 層 を 形 成 す る 。 こ の 相 は 、 界 面 活 性 剤 の 形 状 が 、 分 子 の 疎 水 性 領 域 と 親 水 性 領
域 の 相 対 容 積 が 等 価 近 く で あ る よ う な と き に 好 ま し い 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 キ ュ ー ビ ッ ク 相 は 、 二 つ の 主 な タ イ プ 、 バ イ コ ン テ ィ ニ ュ ア ス 相 と ミ セ ル 相 と か ら な る
。 正 常 及 び 逆 キ ュ ー ビ ッ ク 相 は ミ セ ル タ イ プ で あ り 、 こ れ ら は キ ュ ー ビ ッ ク 配 列 の 密 接 充
填 さ れ た 球 状 ミ セ ル か ら な り 、 こ こ で 水 と ヘ ッ ド 基 、 ま た は テ ー ル は ミ セ ル の 内 部 を 形 成
す る と い う 点 で 、 ヘ キ サ ゴ ナ ル 相 と 似 て い る 。 こ れ ら は 一 般 的 に 高 粘 度 で あ る が 、 こ れ は
こ れ ら が 球 状 ミ セ ル か ら な る た め 、 こ れ ら の 系 は 等 方 性 で あ り 、 複 屈 折 テ キ ス チ ャ ー は 観
察 さ れ な い 。 界 面 活 性 剤 分 子 の 分 子 形 状 が よ く 調 和 し て い る と 、 湾 曲 が ゼ ロ で あ る よ う に
バ イ コ ン テ ィ ニ ュ ア ス 相 が 形 成 す る 。 こ れ に よ り 所 謂 、 疎 水 性 ド メ イ ン と 親 水 性 ド メ イ ン
と が 絡 み 合 っ て い る が 、 交 差 し て い な い 「 無 限 周 期 性 格 子 構 造 ： infinite　 periodic　 la
ttice　 structure」 と な る 。 本 発 明 の 目 的 に 関 し て 、 バ イ コ ン テ ィ ニ ュ ア ス 相 は 、 単 数 ま
た は 複 数 の 「 逆 リ オ ト ロ ピ ッ ク 相 ： reverse　 lyotropic　 phase」 ま た は 「 逆 液 晶 相 」 な
る 用 語 の も と に 含 ま れ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 水 対 界 面 活 性 剤 の 比 が 高 く な る に つ れ て こ れ ら の リ オ ト ロ ピ ッ ク 相 が 発 生 す る 順 序 は は
っ き り し て い る 。 上 記 で 触 れ た よ う に 、 水 の 添 加 量 が 増 え る に 連 れ て 界 面 活 性 剤 に 関 し て
見 つ か っ た 中 間 層 の 典 型 的 な 展 開 は 、 逆 ミ セ ル 、 逆 ヘ キ サ ゴ ナ ル 、 ラ メ ラ 、 逆 キ ュ ー ビ ッ
ク 、 バ イ コ ン テ ィ ニ ュ ア ス ・ キ ュ ー ビ ッ ク 、 正 常 キ ュ ー ビ ッ ク 、 正 常 ヘ キ サ ゴ ナ ル 及 び ミ
セ ル か も し れ な い 。 全 て の 相 が 特 定 の 界 面 活 性 剤 の 希 釈 の 際 に 観 察 で き る と は 限 ら な い が
、 相 の 順 序 は 保 持 さ れ る こ と を 理 解 す る の は 重 要 で あ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 数 種 の 界 面 活 性 剤 に 関 し て は 、 形 状 は 、 正 常 タ イ プ の 相 が 全 く 形 成 し な い よ う に 制 約 す
る こ と が で き る 。 こ の 場 合 、 逆 リ オ ト ロ ピ ッ ク 相 、 ま た は ラ メ ラ 相 は 、 あ る 点 以 下 の 水 で
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し か 膨 潤 せ ず 、 そ の 点 を 超 え る と 、 も う 水 を 含 む こ と が で き ず 、 相 分 離 が 発 生 す る 。 こ れ
ら の 場 合 に お い て 、 相 は 過 剰 水 と 平 衡 状 態 に あ る と い わ れ る が 、 重 要 な こ と に は 「 希 釈 に
対 し て 安 定 で あ る ： stable　 to　 dilution」 と い わ れ る 。 理 論 上 は 、 こ れ ら の 系 に 関 し て
は 、 水 で 飽 和 さ せ た リ オ ト ロ ピ ッ ク 相 を フ ラ グ メ ン ト 化 (断 片 化 )し て コ ロ イ ド サ イ ズ 範 囲
ま で の 物 質 の 粒 状 分 散 液 を 形 成 す る こ と は 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 過 剰 水 中 の ラ メ ラ 相 の 場 合 に は 、 系 に エ ネ ル ギ ー を 付 与 す る こ と に よ っ て 二 層 構 造 を フ
ラ グ メ ン ト 化 し 、 こ の と き フ ラ グ メ ン ト の 「 端 部 」 は 一 緒 に 結 合 し て 球 状 二 層 粒 子 を 形 成
し て 、 二 層 球 体 の 内 部 に ひ と ま と ま り の 水 を 取 り 込 む 。 こ れ ら の タ イ プ の 粒 子 は 、 「 小 胞
： vesicle」 と 称 さ れ る こ と が 多 い 。 こ の 二 層 形 成 性 材 料 が ジ ア シ ル ホ ス フ ァ チ ジ ル コ リ
ン な ど の 脂 質 で あ る 場 合 、 「 リ ポ ソ ー ム 」 な る 用 語 が 多 用 さ れ る 。 系 内 に 付 与 さ れ た エ ネ
ル ギ ー 及 び 製 造 法 に 依 存 し て 、 マ ル チ ラ メ ラ 小 胞 及 び ／ ま た は ユ ニ ラ メ ラ 小 胞 が 溶 液 中 に
存 在 す る 。 こ れ ら の タ イ プ の 系 は か な り 一 般 的 で あ り 、 そ の 膜 様 構 造 に よ り 、 多 く の 細 胞
間 プ ロ セ ス (intercellular　 process)の 基 礎 を 形 成 す る 。 し か し な が ら こ れ ら の 構 造 体 の
形 成 は 、 内 因 性 材 料 に よ っ て 示 さ れ る も の に 限 ら ず 、 適 切 な 分 子 構 造 を 持 つ 多 く の 合 成 界
面 活 性 剤 も 希 釈 に 対 し て 安 定 な ラ メ ラ 相 を 形 成 で き る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 希 釈 に 対 し て も 安 定 で あ る 、 真 の 逆 相 、 た と え ば 逆 ヘ キ サ ゴ ナ ル 相 、 ま た は キ ュ ー ビ ッ
ク 相 を 形 成 す る 界 面 活 性 剤 は あ ま り 一 般 的 で は な い 。 ジ -ア シ ル ホ ス フ ァ チ ジ ル コ リ ン 系
と 同 様 に 、 あ る ア シ ル 鎖 長 を も つ ジ -ア シ ル ホ ス フ ァ チ ジ ル エ タ ノ ー ル ア ミ ン は 、 希 釈 に
対 し て 安 定 な 逆 ヘ キ サ ゴ ナ ル 相 を 形 成 す る こ と が 公 知 で あ る 。 二 つ の フ ィ タ ニ ル (phytany
l)鎖 を も つ 糖 脂 質 は 、 過 剰 水 中 で 逆 ヘ キ サ ゴ ナ ル 相 を 形 成 す る こ と も 報 告 さ れ て い る 。 こ
れ ら の 場 合 に は 、 水 で 飽 和 し た 逆 相 も フ ラ グ メ ン ト 化 し て 、 ヘ キ ソ ソ ー ム (hexosome)と 称
さ れ る 、 過 剰 水 中 に 安 定 な ヘ キ サ ゴ ナ ル 相 の 粒 子 を 形 成 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 過 剰 水 中 に 安 定 な バ イ コ ン テ ィ ニ ュ ア ス ・ キ ュ ー ビ ッ ク 相 を 形 成 す る 界 面 活 性 剤 の 存 在
も さ ら に あ ま り 一 般 的 で は な い 。 グ リ セ ロ ー ル モ ノ オ レ エ ー ト は 、 フ ィ タ ン ト リ オ ー ル の
よ う に 、 そ の よ う な 界 面 活 性 剤 の ひ と つ で あ る 。 エ ネ ル ギ ー を 投 入 し て 水 で 飽 和 さ せ た バ
ル ク 相 の 分 散 液 を 分 散 さ せ て 、 過 剰 水 中 で 安 定 な 微 粒 子 分 散 液 を 形 成 す る こ と が で き る 。
こ の 場 合 の 粒 子 は 、 キ ュ ボ ソ ー ム (cubosome)と 称 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 リ ポ ソ ー ム 、 キ ュ ボ ソ ー ム 及 び ヘ キ ソ ソ ー ム な ど の 分 散 粒 子 は 、 熱 力 学 的 に 安 定 で は な
く 、 や が て 凝 集 し て 、 も と の バ ル ク 相 分 離 し た 逆 相 と 過 剰 水 と に 戻 っ て し ま う だ ろ う こ と
に 留 意 す べ き で あ る 。 時 に は 、 こ れ は 、 凝 集 を 防 ぐ た め に バ リ ヤ を 提 供 す る 表 面 安 定 化 剤
を 添 加 す る こ と に よ っ て 防 ぐ こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 正 常 相 を 形 成 す る 界 面 活 性 剤 の 潜 在 的 な 利 用 に つ い て 十 分 に 記 載 し て き た が 、 他 の 多 く
の 中 で も 、 油 だ ら け の 土 壌 の 可 溶 化 ま た は 、 基 質 表 面 変 性 、 潤 滑 、 泡 の 生 成 及 び 安 定 化 、
エ マ ル シ ョ ン の 安 定 化 、 生 産 し 易 く す る た め の 粉 末 の 湿 潤 化 及 び 早 い 溶 解 速 度 に よ る 洗 浄
力 が 挙 げ ら れ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 逆 リ オ ト ロ ピ ッ ク 相 は 非 常 に 粘 稠 で あ る こ と が 多 く 、 特 別 な 薬 剤 を 固 定 化 す る こ と が 重
要 な 用 途 で は 、 こ れ ら の 物 質 を 特 に 有 用 に す る 特 性 で あ る 。 系 の 組 成 物 ま た は 他 の 変 数 、
た と え ば 温 度 な ど に 対 す る 僅 か な 変 更 に よ っ て 、 必 要 に よ り 相 挙 動 を 操 作 し て 低 粘 度 相 を
生 成 さ せ る 能 力 は 、 こ れ ら の タ イ プ の 界 面 活 性 剤 か ら 製 造 し た 組 成 物 の 有 用 性 を 例 証 し て
い る 。 過 剰 水 中 で 安 定 な 逆 リ オ ト ロ ピ ッ ク 相 を 形 成 す る 界 面 活 性 剤 の 潜 在 的 な 利 用 は 、 希
釈 能 力 (dilutability)が 重 要 な 側 面 で あ る プ ロ セ ス に 特 に 関 連 す る だ ろ う 。 ま た 、 膜 タ ン
パ ク 質 の 固 定 化 に 関 す る 生 物 医 学 的 な 分 野 に お け る 逆 リ オ ト ロ ピ ッ ク 相 の 利 用 は 、 グ リ セ
ロ ー ル モ ノ オ レ イ ン ・ キ ュ ー ビ ッ ク 相 を 使 用 し て 既 に 記 載 さ れ て い る 。 し か し な が ら 、 グ
リ セ ロ ー ル モ ノ オ レ イ ン に よ っ て 形 成 し た キ ュ ー ビ ッ ク 相 の 寸 法 的 特 徴 に 適 合 し て い な い
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膜 タ ン パ ク 質 の 研 究 を 可 能 に す る 系 に 対 す る 需 要 が あ る 。 さ ら に 、 こ の グ リ セ ロ ー ル モ ノ
オ レ イ ン 系 の 実 用 的 な 温 度 範 囲 は 限 ら れ て お り 、 こ れ に よ っ て 系 を 使 用 し 得 る 用 途 の 範 囲
が 限 定 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 発 明 の 概 要
　 本 発 明 は 、 水 溶 液 中 で 逆 リ オ ト ロ ピ ッ ク 相 を 形 成 す る 新 規 種 類 の 界 面 活 性 剤 の 発 見 か ら
生 ま れ た も の で あ る 。 逆 リ オ ト ロ ピ ッ ク 相 は 、 ミ セ ル タ イ プ ま た は 、 種 々 の 液 晶 タ イ プ 、
た と え ば 逆 ヘ キ サ ゴ ナ ル 、 若 し く は バ イ コ ン テ ィ ニ ュ ア ス ・ キ ュ ー ビ ッ ク 相 で あ っ て も よ
い 。 逆 リ オ ト ロ ピ ッ ク 相 の 形 成 は 、 基 本 的 に 両 親 媒 性 化 合 物 の 構 造 の 機 能 で あ る 。 特 に 、
比 較 的 小 さ な 極 性 ヘ ッ ド 基 と 、 溶 液 中 で く さ び ま た は 円 錐 形 の 空 間 を 占 め る テ ー ル と の 組
み 合 わ せ を 持 つ 両 親 媒 性 物 質 は 、 過 剰 水 溶 液 中 で 逆 リ オ ト ロ ピ ッ ク 相 を 形 成 す る 傾 向 が あ
る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 従 っ て 、 本 発 明 は 、 構 造 (I)～ （ V） ：
【 ０ ０ ２ １ 】
【 化 １ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ０ ２ ２ 】
の い ず れ か ひ と つ か ら な る 群 か ら 選 択 さ れ る ヘ ッ ド 基 と 、 分 岐 ア ル キ ル 鎖 、 分 岐 ア ル キ ル
オ キ シ 鎖 ま た は ア ル ケ ニ ル 鎖 か ら な る 群 か ら 選 択 さ れ る テ ー ル と を 含 有 す る 化 合 物 で あ っ
て 、 こ こ で 、
　 構 造 （ I） に お い て 、 R 2 は － H、 － CH 2 CH 2 OHま た は も う 一 つ の テ ー ル 基 で あ り 、 R 3 及 び R 4

は 独 立 し て 、 － H、 － C(O)NH 2 、 － CH 2 CH 2 OH、 － CH 2 CH(OH)CH 2 OHの 一 種 以 上 か ら 選 択 さ れ ；
　 構 造 （ II） に お い て 、 Xは O、 Sま た は Nで あ り 、 ｔ 及 び uは 独 立 し て ０ ま た は １ で あ り 、 R
5 は － C(CH 2 OH) 2 ア ル キ ル 、 － CH(OH)CH 2 OH(但 し テ ー ル 基 は オ レ イ ル で は な い )、 － CH 2 COOH
、 － C(OH) 2 CH 2 OH、 － CH(CH 2 OH) 2 、 － CH 2 (CHOH) 2 CH 2 OH、 － CH 2 C(O)NHC(O)NH 2 で あ り 、
　 構 造 （ III） に お い て 、 R 6 は － Hま た は － OHで あ り 、 R 7 は － CH 2 OHま た は － CH 2 NHC(O)NH 2
で あ り 、
　 構 造 （ IV） に お い て 、 R 8 は － Hま た は － ア ル キ ル で あ り 、 R 9 は － Hま た は － ア ル キ ル で あ
る 、 前 記 化 合 物 を 提 供 す る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 好 ま し く は 、 テ ー ル は 、
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【 ０ ０ ２ ４ 】
【 化 ２ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ０ ２ ５ 】
｛ 式 中 、 ｎ は ２ ～ ６ の 整 数 で あ り 、 aは １ ～ 12の 整 数 で あ り 、 ｂ は ０ ～ 10の 整 数 で あ り 、
ｄ は ０ ～ ３ の 整 数 で あ り 、 eは １ ～ 12の 整 数 で あ り 、 ｗ は ２ ～ 10の 整 数 で あ り 、 ｙ は １ ～ 1
0の 整 数 で あ り 、 及 び ｚ は ２ ～ 10の 整 数 で あ る ｝ か ら 選 択 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 ま た 本 発 明 は 、 過 剰 水 溶 液 中 で 逆 リ オ ト ロ ピ ッ ク 相 を 形 成 し 得 る 界 面 活 性 剤 も 提 供 し 、
前 記 界 面 活 性 剤 は 、 構 造 (I)～ （ V） ：
【 ０ ０ ２ ７ 】
【 化 ３ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ０ ２ ８ 】
の い ず れ か ひ と つ か ら な る 群 か ら 選 択 さ れ る ヘ ッ ド 基 と 、 分 岐 ア ル キ ル 鎖 、 分 岐 ア ル キ ル
オ キ シ 鎖 ま た は ア ル ケ ニ ル 鎖 か ら な る 群 か ら 選 択 さ れ る テ ー ル と を 含 有 し 、 こ こ で 、
　 構 造 （ I） に お い て 、 R 2 は － H、 － CH 2 CH 2 OHま た は も う 一 つ の テ ー ル 基 で あ り 、 R 3 及 び R 4

は 独 立 し て 、 － H、 － C(O)NH 2 、 － CH 2 CH 2 OH、 － CH 2 CH(OH)CH 2 OHの 一 種 以 上 か ら 選 択 さ れ ；
　 構 造 （ II） に お い て 、 Xは O、 Sま た は Nで あ り 、 ｔ 及 び uは 独 立 し て ０ ま た は １ で あ り 、 R
5 は － C(CH 2 OH) 2 ア ル キ ル 、 － CH(OH)CH 2 OH(但 し テ ー ル 基 は オ レ イ ル で は な い )、 － CH 2 COOH
、 － C(OH) 2 CH 2 OH、 － CH(CH 2 OH) 2 、 － CH 2 (CHOH) 2 CH 2 OH、 － CH 2 C(O)NHC(O)NH 2 で あ り 、
　 構 造 （ III） に お い て 、 R 6 は － Hま た は － OHで あ り 、 R 7 は － CH 2 OHま た は － CH 2 NHC(O)NH 2
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で あ り 、
　 構 造 （ IV） に お い て 、 R 8 は － Hま た は － ア ル キ ル で あ り 、 R 9 は － Hま た は － ア ル キ ル で あ
る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 好 ま し く は 、 テ ー ル は 、
【 ０ ０ ３ ０ 】
【 化 ４ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ０ ３ １ 】
｛ 式 中 、 ｎ は ２ ～ ６ の 整 数 で あ り 、 aは １ ～ 12の 整 数 で あ り 、 ｂ は ０ ～ 10の 整 数 で あ り 、
ｄ は ０ ～ ３ の 整 数 で あ り 、 eは １ ～ 12の 整 数 で あ り 、 ｗ は ２ ～ 10の 整 数 で あ り 、 ｙ は １ ～ 1
0の 整 数 で あ り 、 及 び ｚ は ２ ～ 10の 整 数 で あ る ｝ か ら 選 択 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 適 切 な 条 件 下 で は 、 本 発 明 の 界 面 活 性 剤 は 過 剰 水 中 で 、 熱 力 学 的 に 安 定 な 逆 リ オ ト ロ ピ
ッ ク 相 を 形 成 す る 。 好 ま し く は 、 形 成 さ れ る リ オ ト ロ ピ ッ ク 相 は 、 逆 ミ セ ル 相 、 バ イ コ ン
テ ィ ニ ュ ア ス ・ キ ュ ー ビ ッ ク 相 、 逆 中 間 液 晶 相 及 び 逆 ヘ キ サ ゴ ナ ル 液 晶 相 か ら な る 群 か ら
選 択 さ れ る 。 最 も 好 ま し く は 、 形 成 さ れ る 逆 リ オ ト ロ ピ ッ ク 相 は 、 バ イ コ ン テ ィ ニ ュ ア ス
・ キ ュ ー ビ ッ ク 液 晶 相 ま た は 逆 ヘ キ サ ゴ ナ ル 液 晶 相 で あ る 。 こ れ ら の 相 は 、 界 面 活 性 剤 の
メ ソ モ ル フ ィ ズ ム (mesomorphism)の 分 野 で は 全 て 十 分 に キ ャ ラ ク タ リ ゼ ー シ ョ ン さ れ 、 及
び 十 分 に 確 立 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 本 発 明 は 、 本 発 明 の 界 面 活 性 剤 か ら 形 成 さ れ る 逆 リ オ ト ロ ピ ッ ク 相 を 含 有 す る 組 成 物 も
提 供 す る 。 本 発 明 の 逆 リ オ ト ロ ピ ッ ク 相 は コ ロ イ ド 分 散 液 の 状 態 で あ っ て も よ く 、 従 っ て
本 発 明 は 、 本 発 明 の 界 面 活 性 剤 か ら 形 成 し た 、 ミ セ ル ま た は 液 晶 タ イ プ の 逆 リ オ ト ロ ピ ッ
ク 相 か ら な る コ ロ イ ド 粒 子 も 提 供 す る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 発 明 の 詳 細 な 説 明
　 本 発 明 は 、 高 温 で 過 剰 水 中 に 逆 リ オ ト ロ ピ ッ ク ヘ キ サ ゴ ナ ル 相 を 形 成 す る た め に 示 さ れ
た 新 規 種 類 の 尿 素 -ベ ー ス の 化 合 物 の 発 見 に 由 来 す る 。 本 発 明 は 、 こ の 発 見 、 及 び 低 温 で
こ れ ら の 相 を 形 成 す る で あ ろ う 界 面 活 性 剤 を 開 発 す る た め の さ ら な る 研 究 に も 起 因 す る 。
低 温 に お け る 逆 ラ メ ラ 、 逆 ヘ キ サ ゴ ナ ル ま た は キ ュ ー ビ ッ ク 相 の 開 発 に よ り 、 周 囲 温 度 で
安 定 且 つ 商 業 的 に 有 用 な そ の よ う な 逆 相 を 含 む 製 剤 の 形 成 が 可 能 に な っ た 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 尿 素 、 グ リ セ ロ ー ル ま た は グ リ セ ラ ー ト を 頭 部 に も つ 界 面 活 性 剤 を ベ ー ス と し て 、 多 く
の 化 合 物 が 合 成 さ れ 、 水 溶 液 中 に お け る そ れ ら の 挙 動 が 研 究 さ れ た 。 相 挙 動 に 関 し て 新 規
化 合 物 を ス ク リ ー ニ ン グ す る 際 に 、 ニ ー ト (neat)の 化 合 物 の 融 点 と 、 逆 リ オ ト ロ ピ ッ ク 相
が 水 中 で 形 成 さ れ る 温 度 範 囲 と の 間 に は 、 粗 な 相 関 関 係 が 知 見 さ れ た 。 特 に 、 純 粋 な 化 合
物 の 融 点 が 低 け れ ば 低 い ほ ど 、 逆 リ オ ト ロ ピ ッ ク 相 が 形 成 し た 温 度 は 低 か っ た 。 上 記 の 如
く 、 約 150℃ 未 満 の 温 度 に お け る 水 中 で 逆 リ オ ト ロ ピ ッ ク 相 を 形 成 す る 市 販 の こ れ ら 界 面
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活 性 剤 が 最 も 適 し て い る と 考 え ら れ た が 、 本 発 明 は 、 こ の 好 ま し い 温 度 範 囲 内 の み で 形 成
す る 界 面 活 性 剤 及 び 逆 リ オ ト ロ ピ ッ ク 相 に 限 定 さ れ な い と 理 解 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 表 １ に 示 さ れ る ヘ ッ ド 基 の い ず れ か ひ と つ を も つ 本 発 明 の 界 面 活 性 剤 は 、 現 在 ま で 合 成
さ れ て き た 界 面 活 性 剤 か ら 得 ら れ た デ ー タ を 基 に し て 合 成 さ れ 、 及 び 過 剰 水 中 で 逆 相 リ オ
ト ロ ピ ッ ク 相 を 特 別 に 形 成 す る こ と が 示 さ れ て き た か 、 こ れ を 形 成 す る も の と 予 測 さ れ る
。
【 ０ ０ ３ ７ 】
【 化 ５ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 本 発 明 の 界 面 活 性 剤 は 公 知 で あ る 出 発 物 質 か ら 公 知 方 法 に よ り 製 造 す る こ と が で き る か
、 そ れ 自 体 市 販 さ れ て い る か 、 ま た は 文 献 に 対 応 す る 化 合 物 を 製 造 す る た め に 使 用 さ れ る
有 機 化 学 の 標 準 方 法 に よ っ て 製 造 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 た と え ば 、 尿 素 ベ ー ス と す る 界 面 活 性 剤 は 、 ア ミ ン と 選 択 さ れ た テ ー ル 基 と を カ ッ プ リ
ン グ さ せ 、 次 い で 前 記 ア ル キ ル ア ミ ン を さ ら に 反 応 さ せ る こ と に よ り 尿 素 誘 導 体 を 形 成 す
る こ と に よ っ て 製 造 す る こ と が で き る 。 グ リ セ ロ ー ル 誘 導 体 は 、 適 切 な 有 機 酸 と 、 ア ル コ
ー ル と し て グ リ セ ロ ー ル と の 反 応 に よ り 製 造 す る こ と が で き ； 種 々 の ア ル コ ー ル 基 の 保 護
/脱 保 護 を 使 用 し て 、 部 位 -特 異 的 カ ッ プ リ ン グ を 実 施 し て 、 界 面 活 性 剤 を 形 成 す る こ と が
で き る 。 グ リ セ ラ ー ト 誘 導 体 は 、 活 性 グ リ セ リ ン 酸 誘 導 体 を 、 所 定 の テ ー ル 基 を 含 有 す る
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ア ル コ ー ル で 処 理 す る こ と に よ っ て 製 造 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 上 記 反 応 は 、 た と え ば 使 用 し た 溶 媒 、 任 意 の 反 応 体 の 溶 解 性 及 び 中 間 体 に 依 存 し て 、 種
々 の 温 度 で 実 施 す る こ と が で き る 。 し か し な が ら 、 上 記 反 応 を 使 用 す る と き 、 約 ０ ℃ ～ 約
100℃ の 温 度 、 好 ま し く は 大 体 、 室 温 で 実 施 す る の が 好 ま し い 。 上 記 反 応 に 必 要 な 時 間 も
、 殆 ど 同 じ 因 子 に 依 存 し て 、 広 範 囲 を 変 動 し 得 る 。 し か し な が ら 通 常 、 反 応 は 約 ５ 分 ～ 約
24時 間 実 施 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 生 成 物 は 、 反 応 混 合 物 か ら 慣 用 法 、 た と え ば 沈 殿 形 成 、 適 切 な pH条 件 下 で の 非 混 和 性 溶
媒 に よ る 抽 出 、 蒸 発 、 濾 過 、 結 晶 化 、 ま た は シ リ カ ゲ ル 上 で の カ ラ ム ク ロ マ ト グ ラ フ ィ ー
な ど に よ り 単 離 す る 。 し か し な が ら 、 通 常 、 生 成 物 は 、 結 晶 化 ま た は シ リ カ ゲ ル 上 で の カ
ラ ム ク ロ マ ト グ ラ フ ィ ー に よ り 取 り 出 し 、 続 い て 必 要 に よ り 逆 相 HPLCで 精 製 す る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 前 駆 体 化 合 物 は 当 業 界 で 公 知 の 方 法 に よ り 製 造 す る こ と が で き る 。 上 記 合 成 経 路 を 使 用
す る 本 発 明 の 変 形 及 び 変 更 は 、 当 業 者 に は 明 ら か で あ る 。
　 比 較 的 小 さ な 極 性 ヘ ッ ド 基 と く さ び 型 の 分 子 形 状 を 提 供 す る テ ー ル と の 組 合 せ に よ り 、
過 剰 水 中 で キ ュ ー ビ ッ ク ま た は 逆 ヘ キ サ ゴ ナ ル 相 を 形 成 す る 本 発 明 の 界 面 活 性 剤 と な る と
考 え ら れ る 。 (3,7,11-ト リ メ チ ル )ド デ カ ン (ヘ キ サ ヒ ド ロ フ ァ ル ネ ソ ー ル ： hexahydrofar
nesol)及 び (3,7,11,15-テ ト ラ メ チ ル )ヘ キ サ デ カ ン （ フ ィ タ ノ ー ル ） を ベ ー ス と す る も の
の よ う な 分 岐 ア ル キ ル 鎖 は 、 本 発 明 の 目 的 に 関 し 特 に 有 用 な テ ー ル 基 で あ る 。 オ レ イ ル ま
た は リ ノ レ イ ル 鎖 を ベ ー ス と す る も の の よ う な 一 つ 以 上 の シ ス -二 重 結 合 を 含 む 脂 肪 鎖 も
、 有 用 な テ ー ル 基 で あ る こ と が 知 見 さ れ た 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 選 択 さ れ た 化 合 物 の 相 挙 動 の 初 期 評 価 を 、 「 溢 水 ： flooding」 方 を 使 用 し て 実 施 し た 。
こ の 溢 水 法 は 、 カ バ ー ス リ ッ プ と 顕 微 鏡 ス ラ イ ド と の 間 に 該 化 合 物 を 設 置 し 、 こ の サ ン プ
ル に 水 を 導 入 し て 、 サ ン プ ル に よ る 水 の 濃 度 勾 配 を 確 立 す る こ と を 含 む 。 こ の 方 法 は 、 水
の 存 在 下 で 界 面 活 性 剤 が 形 成 す る リ オ ト ロ ピ ッ ク 相 、 及 び 水 分 量 を 増 加 さ せ て ど の 順 序 で
相 が 現 れ る か を 識 別 す る 目 的 に 関 し て は 、 従 来 よ り 十 分 に 記 載 さ れ て い る が 、 相 間 の 境 界
に お け る 水 分 量 に 関 し て は 詳 細 を 提 供 し な い 。 こ の 実 験 を ホ ッ ト ス テ ー ジ 上 で 実 施 す れ ば
、 特 定 の リ オ ト ロ ピ ッ ク 相 が 存 在 す る 温 度 範 囲 も 測 定 で き る 。 こ の 相 挙 動 は 、 光 学 顕 微 鏡
を 使 用 し て 通 常 光 ま た は 交 差 偏 光 の も と で 観 察 す る こ と が で き る 。 相 の 識 別 は 、 交 差 偏 光
の も と で 観 察 さ れ た 特 徴 的 な テ キ ス チ ャ ー 、 及 び サ ン プ ル に よ り 観 察 さ れ た 配 列 に よ り 当
業 者 に 明 ら か に な る 。 本 発 明 の 目 的 に 関 し て は 、 過 剰 水 と の 境 界 に ど の 相 が 存 在 す る か を
識 別 す る た め に 特 に 有 用 で あ っ た 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 こ の 初 期 ス ク リ ー ニ ン グ 法 に 加 え て 、 二 つ の 方 法 を 使 用 し て 組 成 物 に 関 す る 相 境 界 を 定
量 化 し た 。 第 一 の 方 法 は 、 ア ン プ ル に 封 入 さ れ た 、 公 知 の 割 合 の 界 面 活 性 剤 と 水 と の 混 合
物 の 製 造 と 、 平 衡 時 に 形 成 さ れ る 単 数 ま た は 複 数 の 相 の 測 定 と を 含 む 。 第 二 の 方 法 は 、 相
タ イ プ と 関 連 し 得 る 、 濃 度 勾 配 に 沿 っ た 種 々 の 点 に お け る 、 水 分 量 の 近 赤 外 線 測 定 と 組 み
合 わ せ た 溢 水 実 験 と を 同 時 に 利 用 す る こ と を 含 む 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 小 角 X-線 散 乱 (Small　 Angle　 X-ray　 Scattering： SAXS)研 究 、 光 学 顕 微 鏡 及 び 電 子 顕
微 鏡 に よ る 分 散 構 造 体 の 視 覚 化 、 た と え ば 極 低 温 透 過 電 子 顕 微 鏡 (cryo-TEM)、 核 磁 気 共 鳴
分 光 法 (NMR)、 粒 径 分 布 測 定 用 の 光 散 乱 研 究 、 示 差 走 査 熱 量 計 (DSC)ま た は 上 記 方 法 の 任 意
の 二 種 以 上 の 組 み 合 わ せ を 使 用 し て 実 施 す る こ と が で き る 。 殆 ど の 場 合 、 構 造 的 な 評 価 は
、 リ オ ト ロ ピ ッ ク 相 の 両 方 の バ ル ク サ ン プ ル と 、 バ ル ク リ オ ト ロ ピ ッ ク 相 の コ ロ イ ド 分 散
液 と で 実 施 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 本 発 明 は 、 主 に 界 面 活 性 剤 を 二 元 系 の 場 合 で 水 な ど の 極 性 液 体 と 混 合 す る 二 元 系 及 び 擬
似 -二 元 系 (pseudo-binary　 system)に 関 し 、 擬 似 -二 元 系 で は 、 他 の 水 溶 性 ま た は 油 溶 性
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成 分 を 配 合 す る こ と が で き る 。 非 極 性 溶 媒 を 界 面 活 性 剤 -水 混 合 物 に 添 加 す る こ と に よ り
、 三 元 系 も こ れ ら の 界 面 活 性 剤 を 使 用 し て 製 造 す る こ と が で き る 。 本 発 明 は 、 一 部 の 例 で
は 、 現 在 公 知 の 界 面 活 性 剤 を 使 用 し た 三 元 系 に よ っ て の み 現 在 ま で 利 用 が 可 能 で あ っ た 、
二 元 系 と し て の 特 定 の リ オ ト ロ ピ ッ ク 逆 相 の 利 用 を 提 供 す る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 本 発 明 の 界 面 活 性 剤 か ら 形 成 し た 逆 リ オ ト ロ ピ ッ ク 相 を 含 有 す る 組 成 物 は 、 親 水 性 液 体
成 分 と し て 水 を 使 用 し て 製 造 す る こ と が で き る 。 こ の 組 成 物 は 、 添 加 剤 、 た と え ば 安 定 剤
、 防 腐 剤 、 着 色 剤 、 緩 衝 剤 、 凍 結 防 止 剤 、 粘 度 調 節 剤 、 本 発 明 の 他 の 界 面 活 性 剤 及 び 他 の
機 能 性 添 加 剤 も 含 む こ と が で き る が 、 こ れ ら に 限 定 さ れ な い 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 好 都 合 に は 、 過 剰 水 溶 液 で の 希 釈 に 対 す る 逆 相 の 熱 力 学 的 安 定 性 は 、 こ れ ら が 分 散 し て
逆 リ オ ト ロ ピ ッ ク 相 の コ ロ イ ド 粒 子 を 形 成 で き る こ と を 意 味 す る 。 キ ュ ー ビ ッ ク 相 ま た は
ヘ キ サ ゴ ナ ル 相 を 含 有 す る コ ロ イ ド 粒 子 は 、 そ れ ぞ れ キ ュ ボ ソ ー ム ま た は ヘ キ ソ ソ ー ム と
称 さ れ る こ と が あ る 。 こ れ ら の 相 の そ れ ぞ れ に お い て は 、 界 面 活 性 剤 の 非 極 性 テ ー ル は 逆
リ オ ト ロ ピ ッ ク 相 の 内 部 疎 水 性 ド メ イ ン を 含 み 、 同 時 に 水 和 ヘ ッ ド 基 は 、 疎 水 性 ド メ イ ン
と 、 内 部 と 外 部 の 水 性 ド メ イ ン と の 間 の 界 面 を 占 め る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 本 発 明 の 組 成 物 は 、 任 意 の 適 切 な プ ロ セ ス を 使 用 し て 形 成 す る こ と が で き る 。 し か し な
が ら 、 最 も 好 ま し く は 、 こ の プ ロ セ ス は 必 要 に よ り 界 面 活 性 剤 の 溶 融 段 階 と 、 水 性 媒 体 中
で の 溶 融 し た 界 面 活 性 剤 の 均 質 化 段 階 と を 含 む 。 あ る い は 、 本 組 成 物 は 、 他 の 溶 質 を 任 意
に 含 み 得 る 、 溶 融 し た 液 体 ま た は 液 化 界 面 活 性 剤 に 水 性 成 分 を 添 加 す る こ と に よ り 、 い か
な る 方 法 に よ っ て も 形 成 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 逆 リ オ ト ロ ピ ッ ク 相 は 、 逆 リ オ ト ロ ピ ッ ク 相 内 に 含 ま れ る 溶 質 化 合 物 を 含 む こ と が で き
る 。 こ の 場 合 の 溶 質 は 、 疎 水 性 ド メ イ ン 、 親 水 性 ド メ イ ン 若 し く は 逆 相 の 界 面 領 域 に 存 在
す る こ と が で き る か 、 ま た は 溶 質 は デ ザ イ ン に よ り 若 し く は 自 然 分 割 プ ロ セ ス (natural　
partitioning　 process)の 結 果 と し て 種 々 の ド メ イ ン の 間 に 分 散 さ せ る こ と が で き る 。 溶
質 が 両 親 媒 性 で あ る 場 合 、 こ れ ら の ド メ イ ン の 一 つ ま た は か な り 多 数 に 同 時 に 存 在 す る こ
と が で き る 。 重 要 な こ と に は 、 種 々 の 領 域 に 溶 質 を 取 り 込 ま せ る 能 力 は 、 本 発 明 の 界 面 活
性 剤 の 使 用 に お い て 特 に 好 都 合 で あ る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 可 能 性 の あ る 溶 質 と し て は 、 中 で も 、 診 断 用 薬 、 重 合 モ ノ マ ー 、 重 合 開 始 剤 並 び に 他 の
ポ リ ペ プ チ ド 、 オ リ ゴ ヌ ク レ オ チ ド 、 変 性 及 び 非 変 性 DNA、 放 射 線 治 療 薬 、 日 焼 け 止 め 活
性 成 分 、 皮 膚 浸 透 促 進 剤 、 皮 膚 病 治 療 薬 、 経 皮 活 性 化 合 物 、 経 粘 膜 活 性 化 合 物 、 ス キ ン リ
ペ ア 剤 、 創 傷 治 癒 化 合 物 、 ス キ ン ク レ ン ジ ン グ 剤 、 脱 脂 剤 、 粘 度 調 節 性 ポ リ マ ー 、 ヘ ア ケ
ア 活 性 剤 、 農 薬 、 た と え ば 殺 菌 剤 及 び 殺 虫 剤 、 肥 料 及 び 栄 養 物 、 ビ タ ミ ン 及 び ミ ネ ラ ル 、
爆 発 物 ま た は 爆 発 性 物 質 及 び そ の 成 分 、 採 鉱 及 び 選 鉱 物 質 、 紙 、 厚 紙 用 の 表 面 コ ー テ ィ ン
グ 物 質 な ど が 挙 げ ら れ る が 、 こ れ ら に 限 定 さ れ な い 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 逆 リ オ ト ロ ピ ッ ク 相 を 含 む 組 成 物 を 商 業 的 に 利 用 す る た め に は 、 相 ま た は コ ロ イ ド 粒 子
が 、 貯 蔵 温 度 で 長 期 間 安 定 で あ る の が 好 ま し い 。 本 発 明 の 目 的 に 関 し て は 、 「 安 定 な 」 な
る 用 語 は 、 貯 蔵 条 件 ま た は 化 学 劣 化 に よ り 、 逆 リ オ ト ロ ピ ッ ク 相 が 不 利 な 相 変 化 を 受 け な
い こ と を 意 味 す る 。 あ る い は 、 こ れ ら は 、 取 り 囲 ん で い る 媒 体 の 固 化 若 し く は ゲ ル 化 、 凍
結 、 凍 結 乾 燥 ま た は 噴 霧 乾 燥 な ど の 安 定 性 を 高 め る た め の 他 の プ ロ セ ス に か け る こ と が で
き な け れ ば な ら な い 。 さ ら に 、 水 性 相 に 、 界 面 活 性 剤 と 他 の 成 分 、 た と え ば ヒ ド ロ ト ロ ー
プ と を 含 有 す る 前 駆 体 溶 液 を 添 加 す る こ と に よ っ て 逆 相 を 形 成 す る こ と は 、 安 定 性 の 問 題
を 回 避 す る た め の 方 法 と も 考 え ら れ る 。 相 の 安 定 性 に 関 す る も う 一 つ の 考 察 は 、 操 作 温 度
で こ れ ら が 安 定 で な け れ ば な ら な い と い う こ と で あ る 。 勿 論 、 操 作 温 度 は そ の 逆 相 リ オ ト
ロ ピ ッ ク 相 を 使 用 す る 用 途 に 依 存 す る 。 貯 蔵 し 易 く す る た め に は 、 逆 リ オ ト ロ ピ ッ ク 相 は
室 温 で 安 定 で あ る の が 好 ま し い 。
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【 ０ ０ ５ ３ 】
　 安 定 性 に 関 し て は 、 逆 リ オ ト ロ ピ ッ ク 相 の 形 成 温 度 よ り 下 に 温 度 を 下 げ て 固 化 さ せ る と
、 固 体 マ ト リ ッ ク ス 中 に 水 性 ド メ イ ン と 水 溶 性 溶 質 と を ト ラ ッ プ で き る の で 、 高 い 遷 移 温
度 を 示 す 界 面 活 性 剤 を 使 用 す る と 特 に 有 効 で あ る 。 固 体 マ ト リ ッ ク ス は 一 つ の 系 で さ ら な
る 安 定 性 を 付 与 す る こ と が で き る 。 遷 移 温 度 に 加 熱 す る と 、 逆 リ オ ト ロ ピ ッ ク 相 は 改 質 (r
eform)さ れ 、 そ れ に よ っ て 本 出 願 の 目 的 の 通 り 、 逆 相 の 機 能 、 ま た は 逆 リ オ ト ロ ピ ッ ク 相
の 分 散 が 可 能 に な る 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 本 発 明 の 逆 リ オ ト ロ ピ ッ ク 相 は 、 約 － 100℃ ～ 約 150℃ の 温 度 範 囲 内 で 形 成 す る の が 好 ま
し い 。
　 本 発 明 の 界 面 活 性 剤 に よ り 形 成 し た 相 で は 、 バ イ コ ン テ ィ ニ ュ ア ス ・ キ ュ ー ビ ッ ク 相 は
、 界 面 活 性 剤 の 二 分 子 層 が 外 部 容 積 か ら 内 部 水 性 容 積 を 分 離 す る 構 造 を 持 つ 。 こ の 二 分 子
層 膜 (bilayer　 membrane)は 幾 重 に も 折 り 畳 ま れ 、 且 つ 相 互 に 連 絡 し て い る 。 ヘ キ サ ゴ ナ
ル 相 は 、 界 面 活 性 剤 マ ト リ ッ ク ス に 、 ヘ キ サ ゴ ナ ル 配 列 で 充 填 さ れ た 棒 状 ミ セ ル か ら な る
。 こ れ ら の 構 造 は 公 知 で あ り 、 界 面 活 性 剤 相 挙 動 の 文 献 に 詳 細 が 記 載 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 親 水 性 ド メ イ ン と 疎 水 性 ド メ イ ン の 間 で 分 子 が と る 配 列 の タ イ プ 及 び 続 い て 生 成 す る 熱
力 学 的 に 安 定 な 相 を 決 定 す る の は 、 本 発 明 の 界 面 活 性 剤 の 特 定 の 形 状 で あ る 。 ラ メ ラ 相 と
バ イ コ ン テ ィ ニ ュ ア ス ・ キ ュ ー ビ ッ ク 相 の 形 成 の 間 に は 強 い 関 連 性 が あ り 、 後 者 の バ イ コ
ン テ ィ ニ ュ ア ス ・ キ ュ ー ビ ッ ク 相 は 、 通 常 、 水 分 量 が 増 加 す る に つ れ て 、 前 者 の ラ メ ラ 相
と よ り 親 水 性 の 高 い 水 -リ ッ チ 相 (water-rich　 phase)と の 間 の 中 間 層 と し て 観 察 さ れ る 。
し か し な が ら 、 本 発 明 の 界 面 活 性 剤 は 水 に は 容 易 に 溶 け な い の で 、 水 分 量 が 増 加 し て も よ
り 親 水 性 相 に 遷 移 し な い 。 そ の か わ り 、 過 剰 水 は 全 く 含 ま れ な い が 、 相 分 離 ド メ イ ン と し
て 存 在 す る 。 逆 ヘ キ サ ゴ ナ ル 相 と 同 様 に 、 ヘ キ サ ゴ ナ ル 相 で は 水 に よ る 膨 潤 が 限 ら れ て い
る こ と に よ り 、 よ り 親 水 性 相 へ の 遷 移 は 明 確 で は な く 、 水 中 で の 界 面 活 性 剤 の 溶 解 性 が 低
い こ と は 、 よ り 親 水 性 の 均 質 系 へ の 相 変 化 で は な く 過 剰 水 相 が 生 成 す る こ と を 決 定 す る 。
こ れ に よ っ て 逆 リ オ ト ロ ピ ッ ク 相 、 ま た は バ イ コ ン テ ィ ニ ュ ア ス ・ キ ュ ー ビ ッ ク 相 が 過 剰
水 中 に 存 在 し 、 希 釈 時 に 相 変 化 を 受 け な い と い う 本 発 明 の 界 面 活 性 剤 の 特 性 を 提 供 す る 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
　 本 発 明 の 界 面 活 性 剤 の 多 く は 、 室 温 で 水 と 接 触 す る と 、 自 然 に 逆 リ オ ト ロ ピ ッ ク 相 を 形
成 す る 。 通 常 、 温 度 が 上 昇 す る に つ れ て 、 キ ュ ー ビ ッ ク 相 ま た は 逆 ヘ キ サ ゴ ナ ル 相 は ゆ っ
く り と 融 解 し て 、 相 内 で 流 動 性 が 観 察 さ れ る こ と が 多 い 。 サ ン プ ル を 継 続 的 に 加 熱 し て 、
最 終 的 に 全 て の 液 晶 構 造 が 破 壊 さ れ る 温 度 に 到 達 す る と 、 等 方 性 の 界 面 活 性 剤 -リ ッ チ 相
が 残 り 、 過 剰 水 が 存 在 す る 。 冷 却 す る と 、 キ ュ ー ビ ッ ク 相 ま た は 逆 ヘ キ サ ゴ ナ ル 相 が 通 常
、 再 び 現 れ て 、 再 発 現 温 度 で は 相 の か な り の 過 冷 却 が 明 ら か で あ る 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
　 数 種 の 液 晶 相 に 関 す る 問 題 は 、 溶 液 の 希 釈 時 に 相 が 変 化 す る と い う こ と と 理 解 さ れ よ う
。 使 用 さ れ る 多 く の 用 途 に 関 し て は 、 溶 媒 に よ る 希 釈 時 に 変 化 し な い 安 定 な 相 を も つ の が
好 ま し い 。 本 発 明 の 界 面 活 性 剤 か ら 形 成 し た 液 晶 相 は 、 溶 媒 に よ る 希 釈 時 に 相 を 変 化 さ せ
な い こ と が 知 見 さ れ た 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
　 使 用 す る た め の 本 発 明 の 調 製 物 は 、 以 下 の 二 つ の 主 な 形 態 で あ る が 、 用 途 に よ り 他 の 形
態 が 必 要 と さ れ る 。
　 第 一 の 形 態 は バ ル ク 逆 相 (bulk　 reverse　 phase)で あ り 、 こ こ で は 全 水 性 成 分 が 逆 リ オ
ト ロ ピ ッ ク 相 内 に 取 り 込 ま れ て い て も 取 り 込 ま れ て い な く て も よ い 。 バ ル ク 相 の 調 製 は 、
任 意 の 必 要 な 溶 質 を 含 有 す る 界 面 活 性 剤 と 、 水 性 成 分 と を 、 ブ レ ン ダ ー 、 ミ キ サ ー 、 ジ ェ
ッ ト -ミ キ サ ー 、 ホ モ ジ ェ ナ イ ザ ー な ど の 中 で 単 に 混 合 す る こ と を 含 む 。 続 い て 自 然 蒸 発
に よ り 若 し く は 真 空 、 ま た は 加 熱 若 し く は 他 の 手 段 に よ っ て 一 部 ま た は 完 全 に 除 去 さ れ る
共 溶 媒 (co-solvent)を 使 用 す る こ と に よ っ て 、 バ ル ク 逆 相 サ ン プ ル を 得 る た め の 処 理 が よ
り 容 易 に で き る 。 あ る い は 、 必 要 に よ り 、 溶 媒 は 系 の 一 部 と し て 残 っ て も よ い 。 温 度 制 御
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を 利 用 し て 、 混 合 物 の 相 挙 動 を 変 動 さ せ る こ と に よ っ て 混 合 プ ロ セ ス 、 そ し て そ の レ オ ロ
ジ ー 特 性 を 助 長 さ せ る こ と も で き る 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
　 第 二 の 形 態 は 、 過 剰 水 溶 液 を 混 合 物 に 添 加 す る 場 合 で あ る 。 バ ル ク 逆 相 は 過 剰 水 中 で の
希 釈 に 対 し て 安 定 で あ る の で 、 水 溶 液 中 の 逆 相 の 粒 子 の 分 散 液 が 得 ら れ る 。 逆 リ オ ト ロ ピ
ッ ク 相 の 水 性 分 散 液 は 、 二 つ の 主 な 方 法 、 均 質 な バ ル ク 逆 相 を フ ラ グ メ ン ト 化 す る こ と に
よ り 、 ま た は 界 面 活 性 剤 の 分 散 液 か ら 水 の 中 へ 液 晶 を 現 場 で 形 成 さ せ る こ と に よ っ て 得 ら
れ る が 、 こ れ ら の 例 に 限 定 さ れ な い 。 こ の フ ラ グ メ ン ト 化 手 順 は 、 過 剰 水 を 存 在 さ せ る こ
と な く 、 主 な リ オ ト ロ ピ ッ ク 相 を 形 成 さ せ る の に 十 分 な 水 性 相 の 存 在 下 で の バ ル ク 逆 相 の
調 製 を 含 む 。
【 ０ ０ ６ ０ 】
　 場 合 に よ り 、 液 晶 相 内 に 保 持 す べ き 任 意 の 溶 質 を 、 疎 水 性 界 面 活 性 剤 成 分 ま た は 親 水 性
水 性 成 分 に 添 加 し て 溶 解 さ せ る こ と が で き る 。 次 い で バ ル ク 逆 リ オ ト ロ ピ ッ ク 相 を 第 二 の
水 溶 液 に 添 加 し 、 こ れ は 最 初 の リ オ ト ロ ピ ッ ク 相 を 形 成 さ せ る の に 使 用 し た 水 性 相 と 同 一
で も 同 一 で な く て も よ く 、 次 い で 混 合 物 を 高 エ ネ ル ギ ー ミ キ サ ー に よ っ て 均 質 化 す る 。 得
ら れ た 粗 な 分 散 液 を さ ら に 処 理 し て 、 高 圧 ホ モ ジ ェ ナ イ ザ ー の 中 に 粗 な 分 散 液 を 通 す こ と
に よ っ て 分 散 粒 子 の サ イ ズ を 小 さ く す る こ と が で き る 。 均 質 化 条 件 は 、 目 的 と す る 用 途 に
必 要 な 平 均 粒 径 を 得 ら れ る よ う に 調 節 す る 。 こ の プ ロ セ ス に よ り 、 サ ブ ミ ク ロ ン サ イ ズ 領
域 、 頻 繁 に は 直 径 200ナ ノ メ ー ト ル 未 満 の 平 均 粒 径 を 達 成 す る こ と が 可 能 で あ る 。 本 プ ロ
セ ス の 温 度 は 、 時 に は 重 要 で あ り 、 熱 ジ ャ ケ ッ ト 化 装 置 (thermally　 jacketed　 equipmen
t)を 使 用 す る こ と に よ り 制 御 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ６ １ 】
　 あ る い は 、 逆 リ オ ト ロ ピ ッ ク 相 の 粒 子 は 、 適 切 な ヒ ド ロ ト ロ ー プ に 溶 解 さ せ た 界 面 活 性
剤 を 、 高 剪 断 混 合 下 で 水 溶 液 に 添 加 し て 粗 な 分 散 液 を 得 る こ と に よ り 、 現 場 で 製 造 す る こ
と が で き る 。 ヒ ド ロ ト ロ ー プ の 選 択 に よ っ て 、 場 合 に よ り 、 安 定 な 粗 分 散 液 を 製 造 す る の
に 必 要 な エ ネ ル ギ ー を 減 少 さ せ る こ と が で き る 。 粒 径 を 小 さ く す る た め の 続 く プ ロ セ ス は
、 上 記 の 如 く 適 用 す る こ と が で き る 。 こ の 分 散 液 の 品 質 及 び コ ロ イ ド 安 定 性 は 、 初 期 及 び
所 定 の 条 件 下 で の 経 時 貯 蔵 後 で の 不 安 定 性 を 粒 径 分 析 及 び 視 覚 観 察 に よ っ て モ ニ タ ー す る
。
【 ０ ０ ６ ２ 】
　 高 融 点 を 示 す 本 発 明 の 界 面 活 性 剤 の 分 散 液 を 、 上 記 と 同 一 方 法 で 実 施 す る が 、 温 度 制 御
に は 留 意 す る 。 こ れ ら は 、 穏 和 な 温 度 に お い て 粒 子 の 内 部 水 性 ド メ イ ン の 保 護 が 必 要 な 分
野 で 使 用 さ れ る が 、 高 温 に お け る そ の 内 容 物 の 放 出 は こ れ ら の 界 面 活 性 剤 の 分 散 液 に 関 し
て は 特 に 重 要 で あ る 。
【 ０ ０ ６ ３ 】
　 本 発 明 の 組 成 物 を さ ら な る 処 理 プ ロ セ ス に か け て 、 特 定 の 用 途 で の 使 用 に こ れ ら を 適 合
さ せ る こ と が で き る 。 た と え ば 、 組 成 物 を オ ー ト ク レ ー ブ 、 滅 菌 濾 過 、 ま た は 放 射 線 法 に
よ り 滅 菌 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ６ ４ 】
　 こ れ ら を 含 む コ ロ イ ド 粒 子 ま た は 組 成 物 は 、 滅 菌 剤 を 使 用 し て さ ら に 滅 菌 す る こ と が で
き る 。 こ の 目 的 に 適 切 な 種 々 の 薬 剤 が 他 の コ ロ イ ド 系 で 広 く 使 用 さ れ て お り 、 本 目 的 に 関
し て も 適 切 で あ る 。 た と え ば 、 ポ ロ キ サ マ ー (poloxamer)、 ア ル ギ ン 酸 塩 、 ア ミ ロ ペ ク チ
ン 及 び デ キ ス ト ラ ン を 使 用 し て 安 定 性 を 高 め る こ と が で き る 。 安 定 化 剤 の 添 加 は 、 粒 子 ま
た は 組 成 物 の 最 終 構 造 ま た は 物 理 的 特 性 に 影 響 し な い の が 好 ま し い 。 よ り 重 要 な こ と に は
、 安 定 化 剤 の 添 加 は 、 過 剰 水 性 相 と 接 触 し た と き に 逆 リ オ ト ロ ピ ッ ク 相 を 変 化 さ せ な い 。
【 ０ ０ ６ ５ 】
　 本 発 明 の 組 成 物 は 、 粒 子 の 主 構 造 を 変 化 さ せ る こ と な く 、 適 切 な 濃 度 の 添 加 剤 、 こ れ ら
に 限 定 さ れ な い が 、 た と え ば グ リ セ ロ ー ル 、 蔗 糖 、 リ ン 酸 塩 緩 衝 液 及 び 塩 水 を 水 性 媒 体 に
添 加 す る こ と に よ っ て も 変 性 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ６ ６ 】
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　 バ イ コ ン テ ィ ニ ュ ア ス 相 を 含 む 逆 リ オ ト ロ ピ ッ ク 相 の 分 散 液 は 、 バ ル ク 材 料 が 工 業 的 プ
ロ セ ス で 幾 ら か く み 上 げ ら れ る か 若 し く は 取 り 扱 う 必 要 が あ る と き 、 ま た は た と え ば 界 面
重 合 プ ロ セ ス な ど 非 常 に 広 い 表 面 積 が 望 ま し い 場 合 、 ま た は 反 応 抑 制 剤 (reacting　 quenc
her)と し て 有 用 性 が 知 見 さ れ る と 予 想 さ れ る 。
【 ０ ０ ６ ７ 】
　 風 化 (weathering)及 び ／ ま た は 水 性 環 境 に 対 す る 耐 性 ま た は 材 料 の 機 能 に 関 し て 寿 命 を
延 ば す の に 必 要 な 場 合 、 本 発 明 の 界 面 活 性 剤 に よ り 形 成 さ れ た 相 の 耐 水 性 に よ り 、 耐 水 性
コ ー テ ィ ン グ 及 び 潤 滑 剤 と し て の 材 料 の 使 用 が 提 供 さ れ る 。 紙 及 び 厚 紙 用 の コ ー テ ィ ン グ
と し て の 用 途 に よ り 、 現 在 使 用 さ れ て い る 脂 肪 ベ ー ス 及 び ワ ッ ク ス ベ ー ス の コ ー テ ィ ン グ
よ り も 利 点 を 提 供 す る か 、 逆 相 は 、 よ り 恒 久 的 な コ ー テ ィ ン グ 成 分 用 の キ ャ リ ヤ と し て 機
能 す る だ ろ う 。 本 発 明 の 分 散 液 の 噴 霧 可 能 性 に よ り 、 こ れ ら の タ イ プ の 用 途 に 関 し て 加 工
の 利 点 を 提 供 す る だ ろ う 。
【 ０ ０ ６ ８ 】
　 爆 発 物 の 配 合 で は 有 機 溶 液 (燃 料 と し て )と 水 性 溶 液 (水 溶 性 酸 化 剤 を 含 有 す る )と の 緊 密
な 接 触 を 要 求 さ れ る の で 、 鉱 業 用 の 爆 発 物 の 配 合 は 、 こ れ ら の 材 料 の も う 一 つ の 可 能 性 の
あ る 用 途 で あ る 。 本 発 明 に お け る 接 触 は 、 現 在 使 用 さ れ て い る エ マ ル シ ョ ン 配 合 の 場 合 よ
り も か な り 緊 密 で あ る 。 爆 発 物 の 分 野 へ の 本 発 明 の 特 別 な 用 途 は 、 鉱 業 で の 爆 発 物 の 用 途
は 非 常 に 湿 っ た 、 湿 潤 条 件 下 で あ る こ と が 多 い と い う 理 解 か ら 認 識 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ６ ９ 】
　 逆 リ オ ト ロ ピ ッ ク 相 の 内 部 環 境 は 、 溶 質 の 変 性 ま た は 劣 化 を 最 小 化 す る よ う に 制 御 で き
る の で 、 逆 リ オ ト ロ ピ ッ ク 相 構 造 体 内 に 酵 素 と タ ン パ ク 質 と を 固 定 化 す る こ と は 有 用 で あ
る 。
【 ０ ０ ７ ０ 】
　 逆 相 及 び そ の 分 散 液 は 、 バ イ オ セ ン サ ー と し て も 使 用 す る こ と が で き 、 タ ー ゲ ッ ト 分 子
ま た は 抗 原 の 結 合 に お け る リ オ ト ロ ピ ッ ク 相 の 変 化 は 検 出 用 の ト ラ ン ス ダ ク シ ョ ン ・ メ カ
ニ ズ ム (transduction　 mechanism)と し て 使 用 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ７ １ 】
　 こ れ ら の 材 料 の 分 散 液 の 粒 径 は 小 さ く 、 且 つ 表 面 積 が 大 き い の で 、 重 合 、 反 応 制 御 及 び
制 御 結 晶 化 の 分 野 に お け る 本 発 明 の 用 途 は 特 に 重 要 で あ る 。 本 発 明 の 種 々 の 区 画 (compart
ment)に 非 常 に 異 な る 物 理 学 的 特 性 を 持 つ 試 薬 を 充 填 す る 能 力 は 、 こ れ ら の 用 途 に と っ て
非 常 に 重 要 で あ る 。 従 っ て 、 本 発 明 は 、 本 発 明 の 種 々 の 区 画 に 二 種 以 上 の 試 薬 を 分 散 さ せ
る こ と 、 及 び 過 剰 水 溶 液 に 触 媒 ま た は 開 始 剤 を 導 入 す る こ と に 特 に 適 し て い る だ ろ う 。 あ
る い は 、 触 媒 を 区 画 の 一 つ に 導 入 し 、 反 応 体 は 外 部 水 溶 液 に よ っ て 後 で 導 入 す る こ と が で
き る 。 い ず れ に せ よ 、 制 御 反 応 ま た は 重 合 の サ イ ト と し て の 潜 在 性 は 、 こ れ ら の 両 親 媒 性
物 質 か ら 製 造 し た バ ル ク 逆 リ オ ト ロ ピ ッ ク 相 及 び そ の 分 散 液 の 重 要 な 潜 在 的 有 用 性 で あ る
。 本 発 明 に よ っ て 形 成 さ れ た 相 の 区 画 内 に お け る 材 料 で の 制 御 結 晶 化 に よ り 、 生 成 し た 新
規 粒 子 の サ イ ズ 及 び 粒 子 の 鋳 型 形 成 (templating)ま た は 制 限 が 可 能 に な る 。
【 ０ ０ ７ ２ 】
　 化 粧 品 、 毛 髪 及 び ス キ ン ケ ア の 分 野 は 、 本 発 明 の 材 料 の 有 用 性 に 関 す る タ ー ゲ ッ ト で も
あ る 。 異 な る 特 性 を も つ 薬 剤 を 充 填 し 得 る 能 力 は 、 こ れ ら の 有 用 性 に お い て 重 要 で あ る 。
こ れ ら の 材 料 を 使 用 し て ク リ ー ム 、 ゲ ル 、 フ ォ ー ム 、 ム ー ス 、 オ イ ル 、 軟 膏 等 を 製 造 す る
能 力 は 、 こ れ ら の 耐 水 性 、 及 び 可 能 な 低 い 皮 膚 被 刺 激 性 の た め 、 従 来 の 材 料 よ り も 潜 在 的
な 利 点 を 有 す る 。 従 っ て 、 ヘ ア ケ ア 用 途 、 抗 菌 性 ま た は 抗 真 菌 性 感 染 、 乾 癬 な ど の 局 所 処
置 用 製 品 は 、 本 発 明 の 用 途 で あ る 。
【 ０ ０ ７ ３ 】
　 本 材 料 は 非 常 に 低 い 経 口 毒 性 を も つ 分 解 産 物 を 生 成 す る と 予 想 さ れ る の で 、 エ マ ル シ ョ
ン 、 分 散 液 、 ゼ リ ー 、 ジ ャ ム 、 ア イ ス ク リ ー ム 及 び ヨ ー グ ル ト な ど の 乳 製 品 な ど の 食 品 に
お け る こ れ ら の 材 料 の 用 途 も 可 能 で あ る と 考 え ら れ る 。 水 に 添 加 し た 時 に こ れ ら の 両 親 媒
性 物 質 の 特 別 な レ オ ロ ジ ー 特 性 は 、 こ れ ら の タ イ プ の 系 に と っ て レ オ ロ ジ ー 及 び 相 変 性 剤
と し て こ れ ら を 使 用 す る の に 特 に 重 要 で あ る 。 同 様 に 、 本 材 料 は 、 ビ タ ミ ン 及 び ミ ネ ラ ル
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サ プ リ メ ン ト な ど の 配 合 に 使 用 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ７ ４ 】
　 発 明 の 好 ま し い 態 様 の 説 明
　 本 発 明 の 好 ま し い 態 様 を 、 以 下 の 非 限 定 的 実 施 例 に よ り 記 載 す る 。
　 実 施 例 １ ： 1-(3,7,11,15-テ ト ラ メ チ ル -ヘ キ サ デ シ ル )-1-(2-ヒ ド ロ キ シ エ チ ル )ウ レ ア
【 ０ ０ ７ ５ 】
【 化 ６ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ０ ７ ６ 】
　 合 成
【 ０ ０ ７ ７ 】
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【 化 ７ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ０ ７ ８ 】
　 化 学 的 キ ャ ラ ク タ リ ゼ ー シ ョ ン － 元 素 分 析
　 計 算 値 ： C　 71.82， H　 12.58， N　 7.28， O　 8.32； 実 測 値 ： C　 71.48， H　 12.44， N　 6
.81， O　 9.27。
【 ０ ０ ７ ９ 】
　 化 学 的 キ ャ ラ ク タ リ ゼ ー シ ョ ン － NMR
　 1 H-NMR　 m， δ 0.78-0.93， 15Hヘ キ サ デ シ ル CH 3 ； m， δ 0.96-1.65， 24Hヘ キ サ デ シ ル CH 2
＋ ヘ キ サ デ シ ル CH； m， δ 3.15-3.27， 2H， CO 2 - ； t， δ 3.39， J　 4.85Hz， NH CH 2 OH
； t， δ 3.76， J4.85Hz， NHCH 2 OH； v　 br　 s， δ 4.66　 2H， N-H； v　 br　 s， δ 5.35　 1
H， N-H。
【 ０ ０ ８ ０ 】
　 物 理 的 特 性
　 本 化 合 物 は 室 温 で 薄 黄 色 オ イ ル で あ る 。
　 リ オ ト ロ ピ ッ ク 挙 動
　 20℃ に お い て 、 水 は 内 側 へ 指 状 に 広 が り 、 逆 ヘ キ サ ゴ ナ ル 相 は 瞬 時 に 界 面 に 成 長 し 、 20
分 間 に わ た っ て 放 置 す る と ゆ っ く り と 広 が る 。 加 熱 す る と 、 50.9℃ で こ の ヘ キ サ ゴ ナ ル 相
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は 融 解 し 始 め 、 移 動 性 の 等 方 性 相 に 転 換 し 、 サ ン プ ル は 58.1℃ ま で に 完 全 に 等 方 性 に な る
。 こ の 移 動 性 の 等 方 性 相 は 、 100℃ ま で 残 る 。 急 激 に 冷 却 す る と 、 こ の ヘ キ サ ゴ ナ ル 相 は 5
1.1℃ で 再 び 成 長 す る 。
【 ０ ０ ８ １ 】
　 実 施 例 ２ ： 1-(3,7,11,15-テ ト ラ メ チ ル -ヘ キ サ デ シ ル )-3-(2-ヒ ド ロ キ シ エ チ ル )ウ レ ア
【 ０ ０ ８ ２ 】
【 化 ８ 】
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ０ ８ ３ 】
　 合 成
【 ０ ０ ８ ４ 】
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【 化 ９ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ０ ８ ５ 】
　 化 学 的 キ ャ ラ ク タ リ ゼ ー シ ョ ン － 元 素 分 析
　 計 算 値 ： C　 71.82， H　 12.58， N　 7.28， O　 8.32； 実 測 値 ： C　 71.84， H　 12.77， N　 7
.38， O　 8.01。
【 ０ ０ ８ ６ 】
　 化 学 的 キ ャ ラ ク タ リ ゼ ー シ ョ ン － NMR
　 1 H-NMR　 m， δ 0.76-0.94， 15Hヘ キ サ デ シ ル CH 3 ； m， δ 0.94-1.60， 24Hヘ キ サ デ シ ル CH 2
＋ ヘ キ サ デ シ ル CH； m， δ 3.03-3.23， 2H， CO 2 - ； t， δ 3.30， J　 4.7Hz， NH CH 2 OH；
t， δ 3.66， J4.7Hz， NHCH 2 OH； v　 br　 s， δ 4.68　 3H。
【 ０ ０ ８ ７ 】
　 物 理 的 特 性
　 室 温 で 無 色 オ イ ル 。
　 リ オ ト ロ ピ ッ ク 挙 動
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　 こ の 界 面 活 性 剤 は 、 広 範 囲 の 温 度 レ ジ メ に 関 し て 水 と の 界 面 に 逆 ヘ キ サ ゴ ナ ル 相 を 形 成
し 、 ８ ℃ 未 満 で 開 始 し 、 58℃ で 完 全 に 融 解 す る 。 40.4℃ で 開 始 し 、 逆 相 は ゆ っ く り と 融 解
し 、 界 面 に 隣 接 し て 等 方 性 相 を 形 成 し 、 こ れ は 非 常 に 移 動 性 で あ り 外 側 へ 伸 張 す る 。 サ ン
プ ル は 57.3℃ ま で に 完 全 に 等 方 性 に な る 。 こ の 逆 ヘ キ サ ゴ ナ ル 相 は 、 冷 却 時 、 44.1℃ で 再
結 晶 化 す る 。
【 ０ ０ ８ ８ 】
　 実 施 例 ３ ： 3,7,11,15-テ ト ラ メ チ ル -ヘ キ サ デ シ ル ウ レ ア
【 ０ ０ ８ ９ 】
【 化 １ ０ 】
　
　
　
　
　
　
【 ０ ０ ９ ０ 】
　 合 成
【 ０ ０ ９ １ 】
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【 化 １ １ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ０ ９ ２ 】
　 化 学 的 キ ャ ラ ク タ リ ゼ ー シ ョ ン － 元 素 分 析
　 計 算 値 ： C　 74.06， H　 13.02， N　 8.22， O　 4.70； 実 測 値 ： C　 73.79， H　 12.83， N　 8
.11， O　 5.97。
【 ０ ０ ９ ３ 】
　 化 学 的 キ ャ ラ ク タ リ ゼ ー シ ョ ン － NMR
　 1 H-NMR　 m， δ 0.78-0.93， 12Hヘ キ サ デ シ ル CH 3 ； m， δ 0.93-1.60， 24Hヘ キ サ デ シ ル CH 2
＋ ヘ キ サ デ シ ル CH； m， δ 3.00-3.23， 2H， CO 2 - ； v　 br　 s， δ 4.66， 2H； v　 br　 s，
δ 5.35， 1H。
【 ０ ０ ９ ４ 】
　 物 理 的 特 性
　 本 化 合 物 は 室 温 で 放 置 す る と サ ー モ ト ロ ピ ッ ク 液 晶 を 形 成 し 、 こ れ は 60.6～ 65.6℃ で 融
解 す る 。
【 ０ ０ ９ ５ 】
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　 リ オ ト ロ ピ ッ ク 挙 動
　 25℃ に お い て 、 逆 ヘ キ サ ゴ ナ ル 相 が 界 面 活 性 剤 と 水 と の 界 面 に 沿 っ て 形 成 し 、 等 方 性 バ
ン ド は こ れ と 変 化 し て い な い 界 面 活 性 剤 と の 間 に あ る 。 水 と 相 と の 界 面 の 配 置 は 、 25℃ に
保 持 し た と き に は 移 動 し な い 。 等 方 性 バ ン ド で は 流 動 性 が 観 察 さ れ 、 両 方 の 中 間 相 に 小 さ
な 球 状 気 泡 が 認 め ら れ た 。 49.6℃ で 等 方 性 バ ン ド は 結 晶 と 置 き 換 わ り 始 め 、 温 度 上 昇 に 連
れ て 急 速 に 成 長 す る 。 界 面 活 性 剤 の コ ア は 54.9℃ ま で 等 方 性 で あ る 。 72.6℃ で 、 水 と の 界
面 で 逆 ヘ キ サ ゴ ナ ル 相 の 等 方 性 液 体 へ の 融 解 が 開 始 し 、 82.1℃ ま で に 完 了 す る 。
【 ０ ０ ９ ６ 】
　 実 施 例 ４ ： 3,7,11-ト リ メ チ ル -ド デ シ ル ウ レ ア
【 ０ ０ ９ ７ 】
【 化 １ ２ 】
　
　
　
　
　
　
【 ０ ０ ９ ８ 】
　 合 成
【 ０ ０ ９ ９ 】
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【 化 １ ３ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ １ ０ ０ 】
　 化 学 的 キ ャ ラ ク タ リ ゼ ー シ ョ ン － 元 素 分 析
　 計 算 値 ： C　 71.06， H　 12.67， N　 10.36， O　 5.92； 実 測 値 ： C　 71.41， H　 12.38， N　
10.37， O　 5.84。
【 ０ １ ０ １ 】
　 化 学 的 キ ャ ラ ク タ リ ゼ ー シ ョ ン － NMR
　 1 H-NMR　 m， δ 0.77-0.92， 12Hド デ シ ル CH 3 ； m， δ 0.92-1.65， 17Hド デ シ ル CH 2 ＋ ド デ シ
ル CH； m， δ 3.15-3.27， 2H， CO 2 - ； v　 br　 s， δ 4.66， 2H， N-H； v　 br　 s， δ 5.35　
1H， N-H。
【 ０ １ ０ ２ 】
　 物 理 的 特 性
　 室 温 で 透 明 で 粘 稠 な メ ソ メ リ ー 液 体 (mesomeric　 liquid)。 液 晶 融 点 ： 61～ 62.5℃ 。
　 リ オ ト ロ ピ ッ ク 挙 動
　 30℃ に お い て 水 と こ の 粘 稠 な 油 状 界 面 活 性 剤 と を 接 触 さ せ る と 、 水 が 急 激 に 油 の 中 に 入
り 込 み 、 油 の 界 面 に 逆 ヘ キ サ ゴ ナ ル 相 テ キ ス チ ャ ー が 急 速 に 現 れ て 、 さ ら に 水 が 進 入 す る
の が 停 止 す る 。 こ の 逆 ヘ キ サ ゴ ナ ル 相 は 30℃ ～ 50℃ の 間 で は っ き り し て い る 。 水 と の 界 面
に お け る 幾 つ か の 動 的 効 果 は 55℃ に 発 生 し 、 こ れ は 明 ら か に ヘ キ サ ゴ ナ ル 相 の 融 解 と 再 成
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長 と に よ っ て キ ャ ラ ク タ リ ゼ ー シ ョ ン さ れ る 。 60℃ で 顕 著 な 融 解 と 再 成 長 が 発 生 し 、 逆 ヘ
キ サ ゴ ナ ル 相 の 完 全 融 解 は ＞ 70℃ で お き る 。
【 ０ １ ０ ３ 】
　 実 施 例 ５ ： 2,3-ジ ヒ ド ロ キ シ プ ロ ピ オ ン 酸 オ ク タ デ ク -9-エ ニ ル エ ス テ ル
【 ０ １ ０ ４ 】
【 化 １ ４ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ １ ０ ５ 】
　 合 成
【 ０ １ ０ ６ 】
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【 化 １ ５ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ １ ０ ７ 】
　 化 学 的 キ ャ ラ ク タ リ ゼ ー シ ョ ン － 元 素 分 析
　 計 算 値 ： C　 71.35， H　 10.55， O　 18.10； 実 測 値 ： C　 70.39， H　 10.92， O　 18.69。
　 化 学 的 キ ャ ラ ク タ リ ゼ ー シ ョ ン － NMR
　 1 H-NMR　 m， δ (CDCl 3 )sl　 br　 t， δ 0.88， 3H， 分 裂 6.3Hz， オ レ イ ル CH 3 ； m， δ 1.2-1.
45， 22Hオ レ イ ル CH 2 ； m， δ 1.55-1.75， 2H， CH 2 CO 2 ； m， δ 1.9-2.1， 4H， CH=CH
； v　 br　 s*， δ 2.05-2.45， 1H， OH； v　 br　 s*， δ 3.05-3.40， 1H， OH； dd， δ 3.83， 1H
， J－ 11.7Hz　 3.7Hz， グ リ セ リ ル C3-H； dd， δ 3.90， 1H， J－ 11.7Hz3.3Hz， グ リ セ リ ル C3
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-H； t， δ 4.22， 2H， J6.7Hz， オ レ イ ル O； dd， δ 4.26， 1H， J3.7Hz3.3Hz， グ リ セ リ ル
C2-H； m， 2H， δ 5.3-5.4， CH=CH。 *2.2及 び 3.2に お け る 共 鳴 は 、 D 2 O処 理 時 に 消 滅 。
【 ０ １ ０ ８ 】
　 物 理 的 特 性
　 23℃ に お い て 部 分 的 に 結 晶 質 ワ ッ ク ス 。 粘 度 は 30℃ で 低 下 す る 。 結 晶 は 30～ 35℃ で 融 解
す る 。
【 ０ １ ０ ９ 】
　 リ オ ト ロ ピ ッ ク 挙 動
　 30℃ に お い て 水 を 添 加 す る と 、 水 が 大 き く 界 面 活 性 剤 内 部 に 進 入 し 、 最 初 は 水 と の 界 面
で 逆 ヘ キ サ ゴ ナ ル 相 を 形 成 す る が 、 30℃ に 保 持 す る と 、 等 方 性 の 粘 稠 な キ ュ ー ビ ッ ク 相 が
水 と の 界 面 に 出 現 す る 。 こ の ヘ キ サ ゴ ナ ル 相 と の キ ュ ー ビ ッ ク 相 境 界 は 、 温 度 が 30℃ ～ 55
℃ に 上 昇 す る に 連 れ て 純 粋 な 界 面 活 性 剤 領 域 へ 移 動 す る 。 55～ 60℃ に お い て 、 等 方 性 の キ
ュ ー ビ ッ ク 相 は や や 狭 く な り 、 65℃ に お い て ヘ キ サ ゴ ナ ル テ キ ス チ ャ ー は 融 解 し 始 め る 。
70℃ で 等 方 性 相 は 消 失 し 、 さ ら な る ヘ キ サ ゴ ナ ル 相 の 融 解 は 顕 著 に な る ； こ の プ ロ セ ス は
、 単 一 の 等 方 性 の 粘 稠 で な い 液 体 が 80℃ で 形 成 す る ま で 継 続 す る 。 こ の プ ロ セ ス は 可 逆 的
で あ る 。 温 度 を 77℃ に 下 げ る と ヘ キ サ ゴ ナ ル 相 が 再 び 出 現 し 、 さ ら に 40℃ に 下 げ る と 、 等
方 性 相 が 再 形 成 す る 。
【 ０ １ １ ０ 】
　 実 施 例 ６ ： 2,3-ジ ヒ ド ロ キ シ プ ロ ピ オ ン 酸 3,7,11,15-テ ト ラ メ チ ル -ヘ キ サ デ シ ル エ ス
テ ル
【 ０ １ １ １ 】
【 化 １ ６ 】
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ １ １ ２ 】
　 合 成
【 ０ １ １ ３ 】
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【 化 １ ７ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ １ １ ４ 】
　 化 学 的 キ ャ ラ ク タ リ ゼ ー シ ョ ン － 元 素 分 析
　 計 算 値 ： C　 71.45， H　 11.99， O　 16.55； 実 測 値 ： C　 70.78， H　 12.24， O　 16.98。
　 化 学 的 キ ャ ラ ク タ リ ゼ ー シ ョ ン － NMR
　 1 H-NMR　 m， δ 0.78-0.93， 15Hヘ キ サ デ シ ル CH 3 ； m， δ 0.93-1.80， 24Hヘ キ サ デ シ ル CH 2
＋ ヘ キ サ デ シ ル CH； dd， δ 2.13， 1H， J8.5Hz4.6Hz， グ リ セ リ ル C3-OH； d， δ 3.16， 1H， J
　 4.6Hz， グ リ セ リ ル C2-OH； ddd， δ 3.83， 1H， J-11.4Hz4.1Hz8.5Hz， グ リ セ リ ル C3-H； d
dd， 1H， δ 3.90， J－ 11.4Hz3.4Hz4.8Hz， グ リ セ リ ル C3-H； ddd， δ 4.27， 1H， J4.6Hz4.1H
z3.4Hz， グ リ セ リ ル C2-H； t， δ 4.22， 2H， J6.7Hz， CO 2 - 。
【 ０ １ １ ５ 】
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　 D 2 Oと の 処 理 後 ； m， δ 0.78-0.93， 15Hヘ キ サ デ シ ル CH 3 ； m， δ 0.93-1.80， 24Hヘ キ サ デ
シ ル CH 2 ＋ ヘ キ サ デ シ ル CH； dd， δ 3.83， 1H， J11.4Hz4.1， グ リ セ リ ル C3-H； dd， 1H， δ 3
.90， J-11.4Hz3.4Hz； グ リ セ リ ル C3-H； dd， δ 4.27， 1H， J4.1Hz3.4Hz， グ リ セ リ ル C2-H
； t， δ 4.22， 2H， J6.7Hz， CO 2 - 。 2.13及 び 3.16に お け る 共 鳴 は 消 失 し た 。
【 ０ １ １ ６ 】
　 物 理 的 特 性
　 室 温 で 薄 黄 色 オ イ ル で あ る 。
　 リ オ ト ロ ピ ッ ク 挙 動
　 逆 ヘ キ サ ゴ ナ ル 相 は 、 室 温 に お い て 界 面 活 性 剤 と 過 剰 水 と の 間 の 境 界 で 自 然 に 形 成 す る
。 加 熱 す る と 、 逆 ヘ キ サ ゴ ナ ル 相 の 融 解 が ～ 40℃ に お い て ゆ っ く り と 始 ま り 、 水 が 逆 ヘ キ
サ ゴ ナ ル 相 構 造 に 指 状 に 広 が る の が 知 見 さ れ た 。 48℃ に 到 達 す る と 、 全 サ ン プ ル は 等 方 性
の よ う に 見 え る 。
【 ０ １ １ ７ 】
　 実 施 例 ７ ： 3,7,11,15-テ ト ラ メ チ ル -ヘ キ サ デ カ ン 酸 (1,1-ビ ス -ヒ ド ロ キ シ メ チ ル -エ チ
ル )-ア ミ ド
【 ０ １ １ ８ 】
【 化 １ ８ 】
　
　
　
　
　
　
【 ０ １ １ ９ 】
　 合 成
【 ０ １ ２ ０ 】
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【 化 １ ９ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ １ ２ １ 】
　 化 学 的 キ ャ ラ ク タ リ ゼ ー シ ョ ン － NMR
　 1 H-NMR　 sl　 br　 d， δ 0.84， 6H， 分 裂 6.3Hz， CH 3 ； d， δ 0.86， 6H， 分 裂 6.6Hz， CH 3 ；
d， δ 0.94， 3H， 分 裂 6.2Hz， CH 3 ； m， δ 0.97-1.42， 21H， 鎖 CH 2 ＋ CH； s， 1.23， 3H， C
H-N； m， δ 1.40-1.63， 1H， C(3)-H； m， δ 01.85-20.7， 1.45H， -N； m， δ 2.15-2.34，
0.55H， -N； br　 s， δ 3.47， 2H， OH； d， δ 3.60， 2H， J11.5Hz， C OH； d， δ 3.74，
2H， J11.5Hz， C OH； br　 s， δ 6.02， 1H， NH。
【 ０ １ ２ ２ 】
　 物 理 的 特 性
　 室 温 に お い て 、 薄 黄 色 の 粘 稠 油 で 、 結 晶 質 材 料 の 小 片 （ fleck） が あ る 。
　 リ オ ト ロ ピ ッ ク 挙 動
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　 10～ 15℃ で は 、 こ の 界 面 活 性 剤 は 水 と の 界 面 で 等 方 性 相 を 、 水 と 未 変 化 界 面 活 性 剤 と の
間 で は ヘ キ サ ゴ ナ ル 相 を 展 開 す る 。 サ ン プ ル を 23℃ で 30分 間 保 持 し た が 、 水 と の 界 面 の 位
置 に 変 化 は な く 、 二 つ の 領 域 が ゆ っ く り と 内 側 に 展 開 し 、 こ の こ と は こ れ ら が 逆 リ オ ト ロ
ピ ッ ク 相 で あ る こ と を 示 し て い る 。 場 所 に よ っ て は 水 が 油 の 中 に 指 状 に 広 が り 、 樹 木 状 の
形 態 が 水 の 周 囲 に 観 察 さ れ る 。 こ の 等 方 性 バ ン ド は 粘 稠 で あ り 、 相 の 内 部 で は 流 動 性 は 観
察 さ れ な か っ た 。 取 り 込 ま れ た 気 泡 は 球 状 で は な い 。
【 ０ １ ２ ３ 】
　 こ の ヘ キ サ ゴ ナ ル 相 は 25.5℃ で 融 解 し 始 め 、 26.7℃ ま で に 完 全 に 等 方 性 に な る 。 融 解 時
、 こ の ヘ キ サ ゴ ナ ル 相 は 、 第 二 の 等 方 性 相 を 形 成 す る よ う に 見 え る 。 境 界 は 屈 折 率 の 変 化
に よ り 示 さ れ る 。 32.9℃ で 、 水 と 接 触 し て い る 等 方 性 相 で ビ ー ズ 形 成 (beading)が 起 き る
。 サ ン プ ル を 32.9℃ に 20分 間 保 持 す る に つ れ て 、 以 前 の ヘ キ サ ゴ ナ ル 等 方 性 領 域 は 水 の 界
面 に 向 か っ て 外 側 に 伸 張 し て 、 粘 稠 な 等 方 性 領 域 を 消 滅 さ せ る 。 34.4℃ に お い て 、 こ の 二
つ の 等 方 性 相 は も っ と 移 動 性 の 単 一 の 等 方 性 相 に 転 換 す る よ う で あ る 。 温 度 が 95℃ ま で 上
昇 す る に 連 れ て 、 等 方 性 相 の 小 球 は 隣 接 す る 水 相 中 に 離 散 す る 。
【 ０ １ ２ ４ 】
　 実 施 例 ８ ： 1-(2-ヒ ド ロ キ シ エ チ ル )-3-(シ ス -オ ク タ デ ク -9-エ ニ ル )ウ レ ア
【 ０ １ ２ ５ 】
【 化 ２ ０ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ １ ２ ６ 】
　 合 成
【 ０ １ ２ ７ 】
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【 化 ２ １ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ １ ２ ８ 】
　 化 学 的 キ ャ ラ ク タ リ ゼ ー シ ョ ン － NMR
　 1 H-NMR　 sl　 br　 t， δ 0.88， 3H， 分 裂 6.4Hz， オ レ イ ル CH 3 ； m， δ 1.17-1.43， 22Hオ レ
イ ル CH 2 ； m， δ 1.43-1.63， 2H， オ レ イ ル CH 2 N； m， δ 1.91-2.08， 4H， CH=CH ； t
， δ 3.19， 2H， J7.6Hz， オ レ イ ル N； t， δ 3.36， 2H， J4.8Hz， エ チ ル N； t， δ 3.72
， 2H， J4.8Hz， エ チ ル OH； d， δ 5.25-5.43， 1.75H， CH=CH。
【 ０ １ ２ ９ 】
　 物 理 的 特 性
　 80～ 84.7℃ の 融 点 を も つ 白 色 結 晶 質 固 体 。
　 リ オ ト ロ ピ ッ ク 挙 動
　 水 と 接 触 し て い る 等 方 性 相 が ゆ っ く り と 展 開 し て い る と き 、 温 度 59.5℃ に 到 達 す る ま で
、 加 熱 時 に 固 体 界 面 活 性 剤 と 水 と の 間 に は 相 互 作 用 は 発 生 し な い 。 サ ン プ ル を 62℃ で 10分
間 保 持 す る に つ れ て 、 こ の 等 方 性 バ ン ド は ゆ っ く り と 界 面 活 性 剤 コ ア の 内 部 に 広 が る 。 界
面 の ま さ し く 端 部 で は 、 ゲ ル 様 の コ ン シ ス テ ン シ ー が 観 察 さ れ 、 こ の こ と は 、 非 常 に 粘 稠
な リ オ ト ロ ピ ッ ク 相 で あ る こ と を 示 し て い る 。 こ の 等 方 性 バ ン ド の 内 側 (領 域 ２ )と 外 側 (
領 域 １ )と の 間 に は 少 し 屈 折 率 の 差 が あ る 。 外 部 領 域 は 徐 々 に 内 側 に 拡 張 す る 。 こ れ ら の
等 方 性 領 域 の ど ち ら の 中 で も 流 動 性 は は っ き り し な い ； こ れ ら の 領 域 の 高 い 粘 性 は 、 非 球
状 気 泡 が 取 り 込 ま れ て い る こ と に よ っ て 示 唆 さ れ る 。
【 ０ １ ３ ０ 】
　 64.4℃ で は 、 ラ メ ラ ＋ 等 方 性 (領 域 ３ )と も う 一 つ の 等 方 性 相 (領 域 ４ )が 残 存 す る 界 面 活
性 剤 に 隣 接 し て 展 開 し 、 内 側 へ 拡 張 し た 。 こ れ は 屈 折 率 の 差 に よ り 示 さ れ る 。 内 部 等 方 性
相 で は 移 動 性 が 観 察 さ れ た が 、 こ の こ と は 、 非 粘 稠 相 で あ る こ と を 示 し て い る 。 ～ 67℃ ま
で に 、 サ ン プ ル は 完 全 に 等 方 性 で あ り 、 ラ メ ラ 相 は 等 方 性 相 に 転 換 し 、 こ れ は 界 面 活 性 剤
コ ア を 徐 々 に と っ て 変 わ っ た 。 73℃ で 、 最 初 に 領 域 ２ が ゆ っ く り と 拡 張 し 、 83℃ ま で に 領
域 ３ を 取 っ て 代 わ っ た 。 領 域 １ と ２ と の 間 の 屈 折 率 の 差 は 、 高 温 (＞ 98℃ )ま で 保 持 さ れ る
。
【 ０ １ ３ １ 】
　 実 施 例 ９ ： シ ス -オ ク タ デ ク -9-エ ニ ル ビ ウ レ ッ ト
【 ０ １ ３ ２ 】
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【 化 ２ ２ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ １ ３ ３ 】
　 合 成
【 ０ １ ３ ４ 】
【 化 ２ ３ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ １ ３ ５ 】
　 化 学 的 キ ャ ラ ク タ リ ゼ ー シ ョ ン － NMR
　 1 H-NMR　 sl　 br　 t， δ 0.88， 3H， 分 裂 6.5Hz， オ レ イ ル CH 3 ； m， δ 1.17-1.43， 22H， オ
レ イ ル CH 2 ； m， δ 1.43-1.63， 2H， CH 2 N-； m， δ 1.89-2.08， 4H， CH=CH ； sl　 br
　 dt， δ 3.22， 2H， J5.6Hz6.9Hz， オ レ イ ル N； m， δ 5.23-5.44， 2， CH=CH。
【 ０ １ ３ ６ 】
　 物 理 的 特 性
　 100～ 106℃ の 融 点 を も つ 白 色 蝋 状 固 体 。
　 リ オ ト ロ ピ ッ ク 挙 動
　 ヘ キ サ ゴ ナ ル 相 が 水 と の 界 面 で 形 成 し 始 め た と き 、 85℃ に 到 達 す る ま で 、 水 と 一 緒 の 加
熱 時 に 固 体 結 晶 質 界 面 活 性 剤 は 変 化 し な か っ た 。 温 度 を 87℃ に 上 昇 さ せ る と 、 ヘ キ サ ゴ ナ
ル 相 と 結 晶 と の 間 で 流 体 の 等 方 性 相 が 形 成 し 始 め た 。 こ の ヘ キ サ ゴ ナ ル 相 は 107℃ で 融 解
し た 。
【 ０ １ ３ ７ 】
　 実 施 例 １ ０ ： シ ス -オ ク タ デ ク -9-エ ニ ル ウ レ ア
【 ０ １ ３ ８ 】
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【 化 ２ ４ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ １ ３ ９ 】
　 合 成
【 ０ １ ４ ０ 】
【 化 ２ ５ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ １ ４ １ 】
　 化 学 的 キ ャ ラ ク タ リ ゼ ー シ ョ ン － NMR
　 1 H-NMR　 sl　 br　 t， δ 0.88， 3H， 分 裂 6.5Hz， CH 3 ； m， δ 1.10-1.70， 24H， オ レ イ ル -C
H 2 ； m， δ 1.89-2.12， 4H， CH＝ CH ； t， δ 3.14， 2H， 分 裂 7.0Hz， -NHCONH 2 ； v　
br　 s， δ 3.3-4.3， 3H， N CON ； m， δ 5.23-5.44， 2H， CH=CH。
【 ０ １ ４ ２ 】
　 物 理 的 特 性
　 68～ 83℃ の 融 点 を も つ 白 色 蝋 状 固 体 。
　 リ オ ト ロ ピ ッ ク 挙 動
　 水 と の 接 触 時 、 逆 ヘ キ サ ゴ ナ ル 相 が 形 成 し 始 め た と き 、 61℃ ま で 変 化 は な か っ た 。 65℃
で 、 流 体 等 方 性 相 が 、 ヘ キ サ ゴ ナ ル 相 と 固 体 尿 素 と の 間 で 形 成 し 始 め た 。 温 度 が さ ら に 上
昇 す る に 連 れ て 、 固 体 尿 素 は 最 初 に 流 体 等 方 性 相 、 次 い で ヘ キ サ ゴ ナ ル 相 に 転 換 し た 。 全
て の 材 料 は 最 終 的 に ヘ キ サ ゴ ナ ル 相 に 転 換 し 、 こ れ は 110℃ で 融 解 し た 。
【 ０ １ ４ ３ 】
　 実 施 例 １ １ ： シ ス 、 シ ス -オ ク タ デ ク -9,12-ジ エ ニ ル ウ レ ア
【 ０ １ ４ ４ 】
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【 化 ２ ６ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ １ ４ ５ 】
　 合 成
【 ０ １ ４ ６ 】
【 化 ２ ７ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ １ ４ ７ 】
　 化 学 的 キ ャ ラ ク タ リ ゼ ー シ ョ ン － NMR
　 1 H-NMR　 sl　 br　 t， δ 0.89， 3H， 分 裂 6.5Hz， CH 3 ； m， δ 1.15-1.63， 20H， CH 2 ； m， δ
1.93-2.17， 4H， CH 2 - -C=C； sl　 br　 t， δ 2.78， 2H， 分 裂 5.5Hz， C=C- -C=C； sl　 b
r　 t， δ 3.35， 2H， 分 裂 4.7Hz， オ レ イ ル - -NH； v　 br　 s， δ 3.3-4.4， 2.5H， -NHCONH

2 ； v　 br　 s， δ 4.5-5.1， 0.9H， NHCONH 2 ； m， δ 5.22-5.42， 4H， CH=CH。
【 ０ １ ４ ８ 】
　 物 理 的 特 性
　 70～ 79℃ の 融 点 を も つ 白 色 蝋 状 固 体 。
　 リ オ ト ロ ピ ッ ク 挙 動
　 水 と の 接 触 時 、 逆 ヘ キ サ ゴ ナ ル 相 が 形 成 し 始 め た と き 、 53℃ に 到 達 す る ま で 変 化 は な か
っ た 。 59℃ に お い て 、 ヘ キ サ ゴ ナ ル 相 と 固 体 尿 素 と の 間 で 流 体 の 等 方 性 相 が 形 成 し 始 め た
。 温 度 が さ ら に 上 昇 す る に 連 れ て 、 固 体 尿 素 は 最 初 に 流 体 等 方 性 相 、 次 い で ヘ キ サ ゴ ナ ル
相 に 転 換 し た 。 水 が 指 状 に 広 が っ て 進 入 し て 、 こ の プ ロ セ ス を 促 進 し た 。 80℃ で 固 体 尿 素
が 融 解 し 、 水 が 迅 速 に 指 状 に 広 が っ て 進 入 し て 、 全 て の 物 質 が ヘ キ サ ゴ ナ ル 相 に 転 換 し た
。 こ の ヘ キ サ ゴ ナ ル 相 は 92～ 93℃ で 融 解 し た 。
【 ０ １ ４ ９ 】
　 実 施 例 １ ２ ： 水 の 存 在 下 で の 界 面 活 性 剤 に よ る 粘 稠 な リ オ ト ロ ピ ッ ク 相 の 形 成
　 有 用 で あ る べ き 界 面 活 性 剤 に は 、 過 剰 水 の 存 在 下 で 粘 稠 な リ オ ト ロ ピ ッ ク 相 を 形 成 す る
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の が 好 ま し い 。 過 剰 水 中 で 界 面 活 性 剤 に よ り 形 成 し た リ オ ト ロ ピ ッ ク 相 を 溢 水 実 験 に よ り
測 定 し 、 こ こ で 少 量 の 脂 質 (通 常 ５ mg)を 顕 微 鏡 の ガ ラ ス ス ラ イ ド と カ バ ー ス リ ッ プ と の 間
に 設 置 し 、 キ ャ ピ ラ リ ー 作 用 に よ り サ ン プ ル に 水 を 導 入 し 、 サ ン プ ル を ホ ッ ト ス テ ー ジ に
よ り 40℃ に 保 持 す る 。 200倍 に 拡 大 し て 交 差 偏 光 下 で の 観 察 に よ り 、 可 視 複 屈 折 テ キ ス チ
ャ ー に よ り 形 成 し た 相 ま た は そ の 欠 如 を 識 別 す る こ と が で き る 。 表 １ は 、 試 験 し た 界 面 活
性 剤 と 、 過 剰 水 に 暴 露 し た 際 に 形 成 し た リ オ ト ロ ピ ッ ク 相 を 列 記 す る 。
【 ０ １ ５ ０ 】
　 リ オ ト ロ ピ ッ ク 相 に 含 ま れ る 水 の 塊 は 、 過 剰 水 中 、 300mgの 界 面 活 性 剤 を 調 製 し 、 40℃
で 平 衡 に さ せ て 、 次 い で カ ー ル フ ィ ッ シ ャ ー 滴 定 に よ り リ オ ト ロ ピ ッ ク 相 の 水 分 量 を 試 験
す る こ と に よ っ て 決 定 し た 。 試 験 し た 界 面 活 性 剤 と 水 の 組 み 合 わ せ に 関 す る こ れ ら の 値 も
表 １ に 列 記 す る 。 報 告 さ れ た 値 は 、 他 に 記 載 し な い 限 り 、 三 つ の 別 個 の サ ン プ ル の 平 均 ±
標 準 偏 差 で あ る 。
【 ０ １ ５ １ 】
【 表 １ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ １ ５ ２ 】
　 最 終 的 に 、 本 明 細 書 に 記 載 の 調 製 例 及 び 方 法 に 対 し て 他 の 変 形 及 び 変 更 が 可 能 で あ る が

10

20

30

40

50

(38) JP 2005-538151 A 2005.12.15



、 こ れ ら は 本 発 明 の 趣 旨 の 範 囲 内 で も あ る 。
【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 16年 2月 16日 (2004.2.16)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 対 象 項 目 名 】 全 文
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
構 造 (I)～ （ III） ：
【 化 １ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｛ こ こ で 、
　 構 造 （ I） に お い て 、 R 2 は － H、 － CH 2 CH 2 OHま た は も う 一 つ の テ ー ル 基 で あ り 、 R 3 及 び R 4

は 独 立 し て 、 － H、 － C(O)NH 2 、 － CH 2 CH 2 OH、 － CH 2 CH(OH)CH 2 OHの 一 種 以 上 か ら 選 択 さ れ ；
　 構 造 （ II） に お い て 、 Xは O、 Sま た は Nで あ り 、 ｔ 及 び uは 独 立 し て ０ ま た は １ で あ り 、 R
5 は － C(CH 2 OH) 2 ア ル キ ル 、 － CH(OH)CH 2 OH(但 し テ ー ル 基 は オ レ イ ル で は な い )、 － C(OH) 2 C
H 2 OH、 － CH(CH 2 OH) 2 、 － CH 2 (CHOH) 2 CH 2 OH、 － CH 2 C(O)NHC(O)NH 2 で あ る ｝
の い ず れ か ひ と つ か ら な る 群 か ら 選 択 さ れ る ヘ ッ ド 基 と 、
【 化 ２ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｛ 式 中 、 ｎ は ２ ～ ６ の 整 数 で あ り 、 aは １ ～ 12の 整 数 で あ り 、 ｂ は ０ ～ 10の 整 数 で あ り 、
ｄ は ０ ～ ３ の 整 数 で あ り 、 eは １ ～ 12の 整 数 で あ り 、 ｗ は ２ ～ 10の 整 数 で あ り 、 ｙ は １ ～ 1
0の 整 数 で あ り 、 及 び ｚ は ２ ～ 10の 整 数 で あ る ｝
か ら 選 択 さ れ る テ ー ル と を 含 有 す る 化 合 物 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 テ ー ル が 、 (3,7,11-ト リ メ チ ル )ド デ カ ン 、 (3,7,11,15-テ ト ラ メ チ ル )ヘ キ サ デ カ ン
、 オ ク タ デ ク -9-エ ニ ル 及 び オ ク タ デ ク -9,12-ジ エ ニ ル 鎖 か ら な る 群 か ら 選 択 さ れ る 、 請
求 項 １ に 記 載 の 化 合 物 。
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【 請 求 項 ３ 】
前 記 ヘ ッ ド 基 が 、
【 化 ３ 】
　
　
　
　
で あ る 、 請 求 項 ２ に 記 載 の 化 合 物 。
【 請 求 項 ４ 】
前 記 ヘ ッ ド 基 が 、
【 化 ４ 】
　
　
　
　
で あ る 、 請 求 項 ２ に 記 載 の 化 合 物 。
【 請 求 項 ５ 】
前 記 ヘ ッ ド 基 が 、
【 化 ５ 】
　
　
　
　
で あ る 、 請 求 項 ２ に 記 載 の 化 合 物 。
【 請 求 項 ６ 】
前 記 ヘ ッ ド 基 が 、
【 化 ６ 】
　
　
　
　
　
で あ る 、 請 求 項 ２ に 記 載 の 化 合 物 。
【 請 求 項 ７ 】
前 記 ヘ ッ ド 基 が 、
【 化 ７ 】
　
　
　
　
　
で あ る 、 請 求 項 ２ に 記 載 の 化 合 物 。
【 請 求 項 ８ 】
前 記 ヘ ッ ド 基 が 、
【 化 ８ 】
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で あ る 、 請 求 項 ２ に 記 載 の 化 合 物 。
【 請 求 項 ９ 】
過 剰 極 性 溶 液 中 で 安 定 な リ オ ト ロ ピ ッ ク 相 を 形 成 す る 界 面 活 性 剤 で あ っ て 、 構 造 (I)～ （ V
） ：
【 化 ９ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の い ず れ か ひ と つ か ら な る 群 か ら 選 択 さ れ る ヘ ッ ド 基 と 、 分 岐 ア ル キ ル 鎖 、 分 岐 ア ル キ ル
オ キ シ 鎖 ま た は ア ル ケ ニ ル 鎖 か ら な る 群 か ら 選 択 さ れ る テ ー ル と を 含 有 し 、 こ こ で 、
　 構 造 （ I） に お い て 、 R 2 は － H、 － CH 2 CH 2 OHま た は も う 一 つ の テ ー ル 基 で あ り 、 R 3 及 び R 4

は 独 立 し て 、 － H、 － C(O)NH 2 、 － CH 2 CH 2 OH、 － CH 2 CH(OH)CH 2 OHの 一 種 以 上 か ら 選 択 さ れ ；
　 構 造 （ II） に お い て 、 Xは O、 Sま た は Nで あ り 、 ｔ 及 び uは 独 立 し て ０ ま た は １ で あ り 、 R
5 は － C(CH 2 OH) 2 ア ル キ ル 、 － CH(OH)CH 2 OH(但 し テ ー ル 基 は オ レ イ ル で は な い )、 － CH 2 COOH
、 － C(OH) 2 CH 2 OH、 － CH(CH 2 OH) 2 、 － CH 2 (CHOH) 2 CH 2 OH、 － CH 2 C(O)NHC(O)NH 2 で あ り 、
　 構 造 （ III） に お い て 、 R 6 は － Hま た は － OHで あ り 、 R 7 は － CH 2 OHま た は － CH 2 NHC(O)NH 2
で あ り 、
　 構 造 （ IV） に お い て 、 R 8 は － Hま た は － ア ル キ ル で あ り 、 R 9 は － Hま た は － ア ル キ ル で あ
る 、 前 記 界 面 活 性 剤 。
【 請 求 項 １ ０ 】
前 記 テ ー ル が 、
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【 化 １ ０ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｛ 式 中 、 ｎ は ２ ～ ６ の 整 数 で あ り 、 aは １ ～ 12の 整 数 で あ り 、 ｂ は ０ ～ 10の 整 数 で あ り 、
ｄ は ０ ～ ３ の 整 数 で あ り 、 eは １ ～ 12の 整 数 で あ り 、 ｗ は ２ ～ 10の 整 数 で あ り 、 ｙ は １ ～ 1
0の 整 数 で あ り 、 及 び ｚ は ２ ～ 10の 整 数 で あ る ｝ か ら 選 択 さ れ る 、 請 求 項 ９ に 記 載 の 界 面
活 性 剤 。
【 請 求 項 １ １ 】
前 記 テ ー ル が 、 (3,7,11-ト リ メ チ ル )ド デ カ ン 、 (3,7,11,15-テ ト ラ メ チ ル )ヘ キ サ デ カ ン
、 オ ク タ デ ク -9-エ ニ ル 及 び オ ク タ デ ク -9,12-ジ エ ニ ル 鎖 か ら な る 群 か ら 選 択 さ れ る 、 請
求 項 １ ０ に 記 載 の 界 面 活 性 剤 。
【 請 求 項 １ ２ 】
前 記 ヘ ッ ド 基 が 、
【 化 １ １ 】
　
　
　
　
で あ る 、 請 求 項 １ １ に 記 載 の 界 面 活 性 剤 。
【 請 求 項 １ ３ 】
前 記 ヘ ッ ド 基 が 、
【 化 １ ２ 】
　
　
　
　
で あ る 、 請 求 項 １ １ に 記 載 の 界 面 活 性 剤 。
【 請 求 項 １ ４ 】
前 記 ヘ ッ ド 基 が 、
【 化 １ ３ 】
　
　
　
　
で あ る 、 請 求 項 １ １ に 記 載 の 界 面 活 性 剤 。
【 請 求 項 １ ５ 】
前 記 ヘ ッ ド 基 が 、
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【 化 １ ４ 】
　
　
　
　
　
で あ る 、 請 求 項 １ １ に 記 載 の 界 面 活 性 剤 。
【 請 求 項 １ ６ 】
前 記 ヘ ッ ド 基 が 、
【 化 １ ５ 】
　
　
　
　
で あ る 、 請 求 項 １ １ に 記 載 の 界 面 活 性 剤 。
【 請 求 項 １ ７ 】
前 記 ヘ ッ ド 基 が 、
【 化 １ ６ 】
　
　
　
　
で あ る 、 請 求 項 １ １ に 記 載 の 界 面 活 性 剤 。
【 請 求 項 １ ８ 】
前 記 リ オ ト ロ ピ ッ ク 相 が 、 約 150℃ 未 満 の 温 度 の 過 剰 水 中 で 形 成 す る 、 請 求 項 １ １ に 記 載
の 界 面 活 性 剤 。
【 請 求 項 １ ９ 】
形 成 さ れ る 前 記 リ オ ト ロ ピ ッ ク 相 が 、 両 連 続 キ ュ ー ビ ッ ク 液 晶 相 で あ る 、 請 求 項 １ ８ に 記
載 の 界 面 活 性 剤 。
【 請 求 項 ２ ０ 】
形 成 さ れ る 前 記 リ オ ト ロ ピ ッ ク 相 が 、 逆 ヘ キ サ ゴ ナ ル 液 晶 相 で あ る 、 請 求 項 １ ８ に 記 載 の
界 面 活 性 剤 。
【 請 求 項 ２ １ 】
形 成 さ れ る 前 記 リ オ ト ロ ピ ッ ク 相 が 、 過 剰 水 を 添 加 す る 際 に 、 よ り 親 水 性 相 へ 移 行 し な い
、 請 求 項 １ ８ に 記 載 の 界 面 活 性 剤 。
【 請 求 項 ２ ２ 】
リ オ ト ロ ピ ッ ク 相 に 添 加 さ れ る 過 剰 水 が 、 相 分 離 ド メ イ ン を 形 成 す る 、 請 求 項 １ ８ に 記 載
の 界 面 活 性 剤 。
【 請 求 項 ２ ３ 】
前 記 リ オ ト ロ ピ ッ ク 相 が 、 リ オ ト ロ ピ ッ ク 相 内 に 含 ま れ る 溶 質 を 含 有 す る 、 請 求 項 １ ８ に
記 載 の 界 面 活 性 剤 。
【 請 求 項 ２ ４ 】
前 記 溶 質 が 、 診 断 用 薬 、 重 合 モ ノ マ ー 、 重 合 開 始 剤 、 タ ン パ ク 質 並 び に 他 の ポ リ ペ プ チ ド
、 オ リ ゴ ヌ ク レ オ チ ド 、 変 性 及 び 非 変 性 DNA、 放 射 線 治 療 薬 、 日 焼 け 止 め 活 性 成 分 、 皮 膚
浸 透 促 進 剤 、 皮 膚 病 治 療 薬 、 経 皮 活 性 化 合 物 、 経 粘 膜 活 性 化 合 物 、 ス キ ン リ ペ ア 剤 、 創 傷
治 癒 化 合 物 、 ス キ ン ク レ ン ジ ン グ 剤 、 脱 脂 剤 、 粘 度 調 節 性 ポ リ マ ー 、 ヘ ア ケ ア 活 性 剤 、 胃
リ パ ー ゼ -不 安 定 性 化 合 物 、 農 薬 、 肥 料 及 び 栄 養 物 、 ビ タ ミ ン 及 び ミ ネ ラ ル 、 爆 発 物 ま た
は 爆 発 性 物 質 及 び そ の 成 分 、 採 鉱 及 び 選 鉱 物 質 、 表 面 コ ー テ ィ ン グ 物 質 か ら な る 群 の リ ス
ト の 一 種 以 上 か ら 選 択 さ れ る 、 請 求 項 ２ ３ に 記 載 の 界 面 活 性 剤 。
【 請 求 項 ２ ５ 】
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請 求 項 ９ に 記 載 の 界 面 活 性 剤 か ら 形 成 さ れ る リ オ ト ロ ピ ッ ク 相 を 含 有 す る 組 成 物 。
【 請 求 項 ２ ６ 】
請 求 項 ９ に 記 載 の 界 面 活 性 剤 か ら 形 成 さ れ る 、 ミ セ ル ま た は 液 晶 タ イ プ の リ オ ト ロ ピ ッ ク
相 か ら な る コ ロ イ ド 粒 子 。
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【 国 際 調 査 報 告 】
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